
主な内容

可決された案件 ………… 2面

平成23年度決算審査…… 3面

一般質問………………4～6面

委員会の審査…………… 7面

特別委員会活動………… 8面

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

本
会
本
会
議
の
経
過
経
過

本
会
議
の
経
過

　

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
は
、
去
る
平

成
20
年
に
行
わ
れ
た
有
効
期
限
の
５
年
延
長
に
よ
り
、

平
成
25
年
５
月
16
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

法
は
、
昭
和
33
年
の
制
定
以
来
、
昭
和
48
年
の
関

東
計
画
等
に
よ
る
基
地
の
統
合
・
返
還
に
伴
っ
て
生

じ
た
多
数
の
離
職
者
対
策
を
初
め
と
し
て
、
必
要
に

応
じ
た
施
策
を
講
じ
つ
つ
、
期
限
延
長
を
続
け
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
規
模
縮
小
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
駐
留
軍
労
働
者
の
離
職
者
対
策
は
、

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
有
効
期

限
を
さ
ら
に
延
長
し
、
日
本
人
従
業
員
の
雇
用
安
定

確
保
及
び
離
職
者
対
策
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

　

平
成
24
年
第
3
回
定
例

会
は
、
9
月
3
日
か
ら
９

月
28
日
ま
で
の
会
期
26
日

間
で
開
催
さ
れ
、
17
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
な

っ
た
後
、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
、
補
正
予
算
、

各
会
計
決
算
、
行
政
委
員

の
任
命
・
選
任
等
18
議
案
、

委
員
会
提
出
議
案
1
件
と
、

陳
情
2
件
な
ど
の
審
議
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
３
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
、
ま
た
、
国

民
体
育
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
等
を
考
慮
し
て
、
定
例
会

の
会
期
を
26
日
間
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
人
の
議
員

が
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

で
得
た
効
果
に
つ
い
て
、
横

田
基
地
の
塀
に
つ
い
て
、
成

年
後
見
制
度
の
問
題
・
課
題

に
つ
い
て
、
消
防
団
員
の
健

康
診
断
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
度
税
制
改
正
の
市
民
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
、
放
課

後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
な
ど
市
政
全
般
に

わ
た
る
内
容
の
一
般
質
問
を

行
な
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
４
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
増
大
す
る
生

活
保
護
費
の
対
応
・
対
策
に

つ
い
て
、
福
生
七
夕
ま
つ
り

の
目
標
と
課
題
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
今
後
の
設
置
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
市
民
出
資
に
よ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
、
学

校
教
育
に
つ
い
て
な
ど
の
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
５
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
に
つ
い
て
、
福
生
市

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
つ
い
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
放
射
能
測
定

結
果
の
公
表
に
つ
い
て
、
福

祉
保
健
行
政
（
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
）
に
つ
い
て
な
ど
の
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
６
日
）
は
、
１

人
の
議
員
が
、
国
民
健
康
保

険
税
及
び
窓
口
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
な
ど
の
一
般
質
問

を
行
な
い
、
17
人
の
議
員
の

一
般
質
問
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
市
長
か
ら
提
出

委
員
会
提
出
議
案
第
５
号

　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等

臨
時
措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す
る
意
見
書

　第３次議会改革検討協議会が、７月に１回、定例会中に２回開催されました。
　７月の第３次議会改革検討協議会では、検討課題の質疑、答弁の時間等
について、今回、９月定例会に行なわれる決算審査特別委員会の委員会運営
について協議がされました。
　限られた時間の中で、前年度の歳入歳出予算の執行結果を総合的に確
認し、いかに次年度の予算編成と財政運営に活かすかという観点から、委員
がより公平かつ充実した審査が行なえるようにするにはどうしたらよいか、
検討しました。
　その結果、決算審査においては、「効率のよい、質の高い審査をしていく」
ということで、決算資料の事前の読み込みをしていく関係から、常任委員会
と決算審査特別委員会の会議日程を入れ替えることや、単なる数字上の質
疑や、重複質疑は避け、問題点はないか、改善すべき事項はないか、しっかり
とチェックし、次年度の予算に活かしていけるような運営をし、そのことにより、
さらに質疑時間や開会時間の効率化にもつなげていくということになりまし
た。
　９月26日の第３次議会改革検討協議会では、新たに検討すべき課題につ
いて意見を求め、新たに「議会運営委員会の構成について」と「市議会だよ
りの編集について」検討課題が出され、協議していくことになりました。
　その後、委員会における発言回数について、協議がされました。また、検討
課題の「議員定数の削減について」は、26市比較の議員一人当たりの経費
について、次回資料を提出することになりました。
　９月27日の第３次議会改革検討協議会では、７月に協議した決算審査の
運営についての検証がされ、概ね充実した審査が行われたとの意見が多く
出されました。

　

7
月
3
日
〜
4
日
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
で
の
調
査
・
研
究
に
活

か
す
た
め
、
行
政
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。

◇
神
戸
市
「
人
と
防
災
未
来

　

セ
ン
タ
ー
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

得
た
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。

◇
愛
知
県
豊
橋
市

　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
と
地
域
の
絆
づ
く
り
を
学

び
ま
し
た
。
な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
次
号
で
報
告
し
ま

す
。

　

閉
会
中
に
委
員
会
を
３
回

開
催
し
ま
し
た
が
、
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

7
月
20
日
、
第
13
回
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
を
踏
ま
え
て
提
出
さ

れ
た
市
へ
の
提
言
案
を
集
計

し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

3
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
内
容

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編
集
後
記

編
集
後
記

　

例
年
、
９
月
議
会
で
は
一

般
会
計
決
算
審
査
の
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置
し
４
日
間

に
わ
た
っ
て
決
算
の
内
容
を

審
査
し
ま
す
。
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
、
効
率
よ
い
質

問
・
答
弁
を
心
が
け
審
査
時

間
の
短
縮
を
目
指
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
予
算
審
査
時
に

比
べ
２
時
間
余
り
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
◆
一
般

質
問
の
時
間
も
今
議
会
に
お

い
て
、
一
人
最
大
90
分
か
ら

60
分
と
す
る
こ
と
を
試
行
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
み
て
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
殆
ど
の
議
員
が

通
告
す
る
よ
う
に
な
り
、
時

間
内
で
会
議
を
終
わ
ら
せ
る

た
め
の
改
革
で
す
。
次
の
定

例
会
で
も
試
行
を
継
続
し
ま

す
◆
会
期
中
、Ｍ
Ｖ

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
に
つ

い
て
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局

か
ら
市
長
に
説
明
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
に
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
疑

問
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、

市
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
注
視

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

◆
中
秋
の
名
月
が
見
ら
れ
る

９
月
30
日
、
台
風
17
号
が
列

島
を
縦
断
し
ま
し
た
。
台
風

一
過
の
翌
日
、
元
市
長
石
川

彌
八
郎
さ
ん
の
告
別
式
が
ご

自
宅
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
奥

庭
に
は
市
の
木
で
あ
る
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
ほ
の
か

に
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

特
別
委
員
会
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の
精
査
、
整
理
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

7
月
31
日
、
第
14
回
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
が
自
助
・
共
助
・

公
助
の
3
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、
よ
り
深
い
検
討
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

8
月
29
日
、
第
15
回
委
員

会
を
開
催
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
3
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
か
ら
提
出
さ
れ

た
内
容
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、

検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
市
へ
の
提
言
書
と

し
て
ま
と
め
る
に
当
た
り
、

議
会
か
ら
の
付
議
事
件
で
あ

る
、

１
．
新
た
な
視
点
で
の
福
生

　

市
防
災
計
画
の
見
直
し

２
．
市
民
生
活
の
安
全
安
心

　

の
た
め
の
措
置

の
二
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
内

容
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
9
月
25
日
、

第
16
回
委
員
会
を
開
催
し
、

市
へ
の
提
言
書
（
案
）
の
最

終
整
理
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
生
市
が
東
京
都

地
域
防
災
計
画
修
正
（
素

案
）
に
合
わ
せ
て
進
め
て
い

る
福
生
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
中
間
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

12
月
市
議
会
本
会
議
に
お

い
て
、
最
終
審
査
の
上
、
市

に
提
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 　

9
月
25
日
に
開
催
し
、
2

件
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

１
．
横
田
基
地
友
好
祭
に
つ

い
て

　

今
年
の
入
場
者
数
は
、
17

万
8
千
人
で
、
前
年
よ
り
6

万
1
千
人
の
増
加
で
し
た
。

　

牛
浜
駅
で
は
、
9
万
6
千

人
で
前
年
よ
り
2
万
8
千
人

の
増
加
、
拝
島
駅
で
は
2
万

2
千
人
の
増
加
で
し
た
。
Ｊ

R
の
各
駅
で
は
事
故
は
無
く
、

ど
の
駅
で
も
利
用
客
の
増
加

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
通
渋
滞
に
つ
い
て
は
、

昭
島
方
面
へ
常
時
2
㎞
、
最

長
4
㎞
で
し
た
。

　

市
の
対
応
と
し
て
は
、
横

田
基
地
に
対
し
友
好
祭
に
関

す
る
安
全
確
保
及
び
騒
音
対

策
等
の
要
請
を
行
な
う
と
と

も
に
、
来
場
者
に
は
、
牛
浜

駅
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

情
報
に
、
福
生
駅
、
拝
島
駅
、

東
福
生
駅
、
熊
川
駅
を
掲
載

し
て
対
応
を
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

２
．
横
田
基
地
で
行
わ
れ
た

演
習
結
果
等
に
つ
い
て
、

　

７
月
に
実
施
さ
れ
た
運
用

即
応
演
習
、
航
空
機
の
通
常

の
運
用
訓
練
、
９
月
に
実
施

さ
れ
た
緊
急
管
理
演
習
の
報

告
と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
演
習
・
訓
練
に

つ
い
て
も
市
民
か
ら
の
苦

情
・
問
い
合
わ
せ
は
無
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
理
事
者
か
ら
、

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備

に
つ
い
て
、
日
本
政
府
が
Ｍ

Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
運
用
に

つ
き
、
9
月
19
日
に
安
全
宣

言
し
た
こ
と
を
受
け
、
防
衛

省
北
関
東
防
衛
局
の
担
当
課

長
が
、
9
月
20
日
に
来
庁
し

て
説
明
が
あ
っ
た
事
に
つ
い

て
資
料
を
提
示
し
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
生
市
は
、
こ
の

Ｍ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖

縄
配
備
に
つ
い
て
、
9
月
21

日
に
単
独
で
文
章
に
よ
る
申

し
入
れ
を
行
な
い
、
24
日
に

は
、
横
田
基
地
周
辺
市
町
基

地
対
策
連
絡
会
で
も
要
請
を

し
た
と
、
ど
ち
ら
も
、
申
し

入
れ
書
等
の
写
し
を
資
料
と

し
て
提
示
し
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

議 会 の 動 き

平成24年
第3回定例会
平成24年
第3回定例会

▲神戸港震災メモリアルパークを視察▲熱戦が繰り広げられた国体リハーサル大会・全日本総合女子ソフトボール選手権大会

▲横田基地友好祭（盆踊り）

さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の

説
明
後
、
２
件
の
議
案
に
つ

い
て
即
決
し
、
そ
の
他
の
議

案
９
件
及
び
陳
情
１
件
が
所

管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
23
年
度
福

生
市
一
般
会
計
決
算
認
定
及

び
各
特
別
会
計
決
算
認
定
４

件
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の

説
明
と
監
査
結
果
報
告
が
さ

れ
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

し
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
福
生

市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設

置
・
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
28
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
14
件
を
可
決
・
認

定
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
陳
情
書
１
件
を
採
択

し
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
書
１
件
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
会
提
出

議
案
１
件
（
意
見
書
提
出
）

及
び
市
長
提
出
議
案
２
件
を

慎
重
審
議
の
上
、
即
決
で
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
陳
情
１
件
は
、
更
に

継
続
し
、
慎
重
に
審
査
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

⑴　　　 平成24年10月25日　　福生市議会だより　　NO.185
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発行　福生市議会
平成24年10月25日
〒197-8501　福生市本町5番地
☎042（551）1511（代表）
☎042（551）1523（ダイヤルイン）

再生紙を使用しています。

国体リハーサル大会が開催されました！
市議会も応援しています市議会も応援しています

来年は国体本大会が
開催されます！

来年は国体本大会が
開催されます！

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さんにご協力いただき、市議会だよりの音訳をデイジー
方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議会事務局にご連絡ください。

議会事務局☎042-551-1523

　平成24年9月21日（金）から24日（月）まで福生野球場において「第64回全日本総合
女子ソフトボール選手権大会（国体リハーサル大会）」が開催されました。
　23日（日）が雨天順延となり、24日（月）に行なわれた決勝戦で
は、多くの観客が見守る中、前回大会同様、トヨタ自動車対ルネ
サスエレクトロニクス高崎による戦いとなりました。
　試合は、アボット選手（トヨタ）と上野選手（ルネサス）による投
手戦となり、「世界トップレベル」の投げ合いが繰り広げられ、延
長戦の末、ルネサスエレクトロニクス高崎のサヨナラ勝ちで幕を
閉じました。
　ボランティアを始め、大会運営に従事いただいた皆さん、あり
がとうございました。来年開催の国体本大会に向けて、みなさんの更なるご支援、ご協
力をよろしくお願いします！

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
採
択
及
び
不
採

択
と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◆
採
択

○
「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
」
の
延
長
に
関

す
る
陳
情
書
（
24
‐
4
号
）

　

◆
不
採
択

○
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
基

地
へ
の
配
備
と
日
本
全
土
で
の
低
空
飛
行
訓
練
に
反
対

し
、
横
田
基
地
へ
の
飛
来
を
許
さ
な
い
意
見
書
を
政
府

に
あ
げ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
（
24
‐
6
号
）

（
不
採
択
理
由
）
本
陳
情
書
は
、
不
確
定
な
内
容
が
あ
り
、

意
に
沿
い
が
た
い
。

陳

情

第68回国民体育大会ソフトボール競技会（成年女子）
【会期】平成25年9月29日（日）～10月1日（火）
【会場】福生野球場・市営競技場
市民の力で国体を成功させよう!
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたたされれ決されさ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

▼
７
月

３
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会
行
政
視
察（
４

日
ま
で
）

５
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議
、
理
事
会
、
概

算
要
求
前
実
行
運
動

10
日　

長
崎
県
長
崎
市
視
察
来
市

13
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

17
日　

三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々

線
促
進
協
議
会
、多
摩
地
域

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建
設

促
進
協
議
会
合
同
総
会

19
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会
・

要
請
行
動

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

　
　
　

福
生
病
院
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

大
多
摩
観
光
連
盟
通
常
総
会

23
日　

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協

議
会
審
議
会
代
表
者
会
議

24
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
３
委

員
会

26
日　

首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
建

設
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　

八
高
線
八
王
子
・
高
麗
川

間
複
線
化
促
進
協
議
会
総

会
・
要
望
活
動

　
　
　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

北
海
道
北
広
島
市
視
察
来
市

27
日　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

30
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
１
委

員
会

31
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

▼
８
月

６
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
２
委

員
会

９
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定

例
総
会

　
　
　

沖
縄
県
沖
縄
市
・
浦
添
市

視
察
来
市

24
日　

例
月
出
納
検
査

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

30
日　

全
国
都
市
監
査
委
員
会
定

期
総
会（
31
日
ま
で
）

▼
９
月

３
日　

第
３
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

第
３
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

第
３
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
３
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日　

建
設
環
境
委
員
会

10
日　

市
民
厚
生
委
員
会

11
日　

総
務
文
教
委
員
会

13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
14
日
ま
で
）

18
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
19
日
ま
で
）

25
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

26
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

27
日　

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

28
日　

第
３
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

◎
福
生
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
福
生
市

防
災
会
議
の
所
掌
事
務
及

び
委
員
の
規
定
を
改
め
、

そ
の
他
、
用
語
の
整
理
等

を
行
な
う
も
の
。

◎
福
生
市
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す

る
規
定
を
改
め
、
併
せ
て

文
言
整
理
を
行
な
う
も
の
。

◎
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例

　

大
学
課
程
の
履
修
ま
た

は
、
青
年
海
外
協
力
隊
等

の
国
際
貢
献
活
動
に
従
事

し
、
そ
の
経
験
が
、
そ
の

後
の
公
務
に
有
用
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、
職
員

と
し
て
の
身
分
を
残
し
て

休
業
す
る
こ
と
を
認
め
る

た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

◎
福
生
市
下
水
道
事
業
基
金

条
例

　

福
生
市
下
水
道
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
下
水
道
の

建
設
・
維
持
管
理
等
の
運

営
資
金
に
充
当
す
る
た
め

の
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員

会
を
共
同
設
置
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
東
京
都
市
町
村
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
　

福
生
市
を
含
む
市
町
村

や
、
一
部
事
務
組
合
で
構

成
す
る
東
京
都
市
町
村
公

平
委
員
会
に
「
稲
城
・
府

中
墓
苑
組
合
」
が
加
入
す

る
た
め
、
規
約
を
一
部
改

正
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
加
及
び
東
京
都

市
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

福
生
市
を
含
む
市
町
村

や
、
一
部
事
務
組
合
で
構

成
す
る
東
京
都
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
に
「
稲
城
・
府
中
墓

苑
組
合
」
が
加
入
す
る
た

め
、
規
約
を
一
部
改
正
す

る
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

東
京
都
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
補
助
金

等
を
活
用
し
た
事
業
等
を

実
施
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億

２
９
２
２
万
８
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
２
６
億

５
３
２
１
万
７
千
円
と
定

め
る
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
で
は
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
額
、
歳
出
で
は
、

国
庫
支
出
金
精
算
返
還
金

の
増
額
及
び
前
年
度
繰
上

充
用
金
の
確
定
に
伴
う
減

額
を
主
と
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
８
２
４
万
５

千
円
を
追
加
し
予
算
総
額

を
67
億
９
２
５
２
万
１
千

円
と
定
め
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
23
年
度
の
介
護
給

付
費
等
の
確
定
に
伴
い
、

収
入
済
額
と
実
績
額
と
の

過
不
足
の
精
算
を
行
な
う

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
０
０
８
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
32

億
９
０
５
０
万
円
と
定
め

る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
23
年
度
の
決
算
に

基
づ
く
繰
越
金
の
追
加
、

歳
出
に
新
た
に
基
金
積
立

金
を
設
置
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
８
３
２

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
20
億
１
８
８
８

万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
額
に
６
回
の
補
正
予
算

を
行
な
い
、
歳
入
歳
出
と

も
に
２
２
２
億
８
１
８
０

万
２
千
円
、
歳
入
決
算
額

は
２
２
３
億
４
９
３
５
万

２
３
２
４
円
で
、
前
年
度

比
４
億
９
１
１
万
１
９
９

８
円
の
増
、
歳
出
決
算
額

は
２
１
７
億
３
０
１
３
万

１
８
２
０
円
で
、
前
年
度

比
１
億
７
５
８
２
万
４
７

３
１
円
の
増
、
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
６
億
１
９
２

２
万
５
０
４
円
と
な
っ
た
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
３
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
69
億
４
３
６
３
万
４
千

円
で
、
歳
入
決
算
額
は
67

億
１
７
３
５
万
２
８
８
４

円
、
前
年
度
比
で
８
億
６

９
３
０
万
６
２
７
３
円
の

増
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

引
歳
入
不
足
額
は
１
２
５

０
万
３
５
０
５
円
で
、
翌

年
度
歳
入
か
ら
繰
上
充
用

金
１
２
５
０
万
３
５
０
５

円
を
補
て
ん
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
１
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
31
億
９
４
１
０
万
７
千

円
、
歳
入
決
算
額
は
31
億

２
０
４
０
万
１
１
５
９
円

で
、
前
年
度
比
１
億
１
４

６
８
万
４
３
４
５
円
の
増

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
８
３
９
万
６
２
７

０
円
と
な
っ
た
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
１
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
８
億
８
１
５
３
万
９
千

円
、
歳
入
決
算
額
は
８
億

８
４
５
０
万
１
６
９
５
円
、

前
年
度
比
で
２
５
７
２
万

３
７
９
１
円
の
増
、
歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
２
０
０

９
万
６
５
４
８
円
と
な
っ

た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
２
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
14
億
１
３
３
５
万
円
、

歳
入
決
算
額
は
15
億
８
５

７
２
万
２
６
４
円
、
前
年

度
比
で
３
１
８
６
万
５
２

４
５
円
の
増
、
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
２
億
１
８
３

２
万
８
９
０
１
円
と
な
っ

た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

牛
浜
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
工

事
の
進
捗
に
伴
い
、
自
由

通
路
を
市
道
第
１
２
７
７

号
線
と
し
て
認
定
し
、
管

理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
　

長
谷
川
貞
夫
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
德

永
喜
昭
氏
を
教
育
委
員
会

委
員
に
任
命
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

佐
藤
正
明
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
が
、
引
き
続
き

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
選
任
す
る

も
の
。

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

9
月
7
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
10
月
21

日
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
市

道
路
線
（
牛
浜
駅
自
由
通

路
）
を
視
察
し
、
そ
の
後
、

議
案
5
件
と
陳
情
1
件
を
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
下
水
道
事
業
基
金

条
例

問　

「
円
滑
な
運
営
に
要
す

る
資
金
に
充
当
す
る
た
め
」

と
い
う
、
条
例
第
1
条
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
説
明
を
。

答　

こ
の
基
金
は
、
今
後
30

年
間
、
老
朽
化
し
た
汚
水
管

渠
の
改
築
、
入
れ
替
え
等
、

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に

充
当
す
る
た
め
、
今
後
予
想

さ
れ
る
事
業
約
16
億
円
の
不

足
分
を
補
う
目
的
の
基
金
で

あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
出
予
算
う
ち
建
設
環
境

委
員
会
所
管
分
）

問　

光
熱
水
費
は
、
毎
年
度

当
初
に
前
払
い
し
、
次
年
度

の
4
月
に
精
算
す
る
が
今
回
、

1
2
8
0
万
円
の
補
正
を
行

な
い
、
来
年
4
月
に
精
算
す

る
の
か
。

答　

昨
年
度
の
実
績
に
今
年

度
の
燃
料
調
整
額
並
び
に
9

月
か
ら
の
電
気
料
の
値
上
が

り
分
を
加
味
し
た
形
で
算
定

し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
調

整
額
は
出
な
い
金
額
で
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

問　

約
1
億
7
千
万
円
の
繰

越
金
を
基
金
に
繰
り
入
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
福
生
市
の

下
水
道
料
金
の
単
価
は
、
都

内
26
市
中
何
番
目
に
な
る
か
。

答　

都
内
で
は
単
価
の
低
い

ほ
う
か
ら
3
番
目
、
全
国
で

は
4
番
目
の
安
さ
に
な
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　

横
田
基
地
内
の
下
水
道

使
用
料
が
大
幅
に
伸
び
た
理

由
に
つ
い
て
。

答　

1
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
下
水
道
使
用
料
の
立

方
メ
ー
ト
ル
単
価
を
2
9
0

円
か
ら
3
3
5
円
へ
の
改
定

と
汚
水
排
出
量
も
前
年
度
比

で
約
28
％
増
え
、
約
2
億
7

千
万
円
の
増
収
と
な
っ
た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問　

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

牛
浜
駅
全
面
改
修
に
よ
る
自

由
通
路
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
す

る
考
え
は
な
い
か

答　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
検
討

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

以
上
、
議
案
は
す
べ
て
原

案
の
通
り
可
決
・
認
定
さ
れ
、

陳
情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

　

9
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
6
件
と
陳
情

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

幼
稚
園
型
の
認
定
こ
ど

も
園
の
特
徴
と
定
員
、
近
隣

で
の
認
定
こ
ど
も
園
数
は
。

答　

特
徴
は
、
幼
稚
園
部
で

の
受
け
入
れ
が
主
で
、
定
員

57
名
。
近
隣
で
は
瑞
穂
町
1

園
、
羽
村
市
に
3
園
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

問　

今
回
補
正
す
る
そ
の
他

一
般
会
計
繰
入
金
に
国
庫
支

出
金
精
算
返
還
金
も
含
ん
で

い
る
の
か
。

答　

国
庫
支
出
金
精
算
返
還

金
の
財
源
が
無
い
こ
と
か
ら
、

繰
入
金
を
追
加
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
繰
り
入
れ
て
ま
で
、
一
般

会
計
繰
出
金
と
し
て
他
会
計

に
繰
り
出
す
理
由
は
。

答　

介
護
保
険
特
別
会
計
は

3
年
間
を
1
期
間
と
し
て
運

営
、
平
成
21
年
度
と
平
成
22

年
度
に
積
み
立
て
た
介
護
給

付
費
準
備
基
金
は
、
介
護
保

険
特
別
会
計
が
不
足
し
た
場

合
、
繰
り
入
れ
て
精
算
す
る

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
税
収
納

努
力
の
内
容
、
重
複
・
頻
回

受
診
者
訪
問
指
導
委
託
料
の

内
容
と
効
果
は
。

答　

再
任
用
や
嘱
託
職
員
を

配
置
し
、
窓
口
体
制
の
強
化

を
図
り
、
財
産
調
査
や
差
し

押
さ
え
等
に
力
を
入
れ
た
。

重
複
・
頻
回
受
診
者
等
訪
問

指
導
委
託
料
は
、
同
じ
月
に

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に

か
か
っ
た
方
、
同
じ
月
に
同

じ
病
気
で
何
回
も
か
か
っ
た

方
を
抽
出
し
、
適
正
受
診
に

つ
い
て
訪
問
指
導
を
実
施
し

た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
委
託
費
、
口
腔
機
能
向
上

指
導
委
託
費
、
低
栄
養
改
善

指
導
委
託
費
、
介
護
予
防
普

及
啓
発
事
業
費
の
効
果
は
。

答　

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
た
方
が
介
護
を
受

け
ず
に
、
翌
年
も
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
お

り
、
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　

温
泉
施
設
利
用
助
成
事

業
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
努
力
を
ど
の

よ
う
に
行
な
っ
た
か
。

答　

年
1
回
の
健
康
診
査
案

内
に
温
泉
事
業
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
入
れ
周
知
を
図
っ
た
。

　

以
上
６
件
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
１
件
に
つ
い
て
も
意
見

が
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
4
件
と
陳
情

1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

◎
福
生
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

所
掌
事
務
の
改
正
、
詳

細
は
。
ま
た
、
な
ぜ
防
災
会

議
に
自
衛
隊
が
必
要
な
の
か
。

答　

情
報
収
集
を
災
害
対
策

本
部
に
一
元
化
し
、
諮
問
機

関
と
し
て
の
機
能
を
追
加
。

自
衛
隊
は
、
多
く
の
災
害
で

救
助
等
の
経
験
が
あ
り
情
報
、

知
識
を
活
か
し
た
い
た
め
。

◎
福
生
市
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

文
言
整
理
の
根
拠
は
。

答　

公
文
規
定
に
よ
り
、
常

用
漢
字
表
に
基
づ
く
漢
字
を

使
う
た
め
、
条
例
改
正
時
に

文
言
を
整
理
す
る
。

◎
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例

問　

国
際
貢
献
の
期
間
に
つ

い
て
詳
細
、
延
長
の
事
例
は
。

答　

国
家
公
務
員
の
自
己
啓

発
等
休
業
等
に
関
す
る
法
律

が
あ
り
、
準
拠
し
て
い
る
。

延
長
は
、
現
地
か
ら
の
要
請

等
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
か
ら
要
請
が
来
た
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
補
助
金
を
活
用
し
た

事
業
に
対
す
る
監
査
委
員
か

ら
の
指
摘
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
か
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
で
実

施
す
る
事
業
は
、
策
定
委
員

会
で
採
択
し
た
後
で
あ
っ
た

た
め
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

指
摘
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
今
後
注
意
し
て
い
く
。

問　

児
童
・
生
徒
の
た
め
の

健
全
育
成
に
係
る
研
究
事
業

の
内
容
は
。

答　

東
京
都
教
育
委
員
会
か

ら
指
定
を
受
け
、
児
童
・
生

徒
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
暴

力
行
為
等
の
問
題
行
動
に
対

し
て
、
保
護
者
と
の
連
携
を

図
り
、
学
校
に
お
け
る
組
織

的
な
対
応
を
充
実
さ
せ
、
児

童
・
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の

相
談
等
に
応
ず
る
、
外
部
人

材
の
活
用
に
向
け
て
の
研
究

を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

対
象
校
は
、
第
一
小
学
校
と

第
四
小
学
校
の
２
校
。

　

以
上
４
件
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▲牛浜駅自由通路を視察（Ｈ24.9.7）
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討
論

●
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
賛
成

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
歳
入

で
防
衛
補
助
９
条
交
付
金
の

大
幅
増
額
、
歳
出
で
実
質
収

支
６
億
２
千
万
円
の
繰
越
し

な
ど
財
源
の
有
効
活
用
を

図
っ
た
。
「
５
つ
の
元
気
」

政
策
を
は
じ
め
第
４
期
総
合

計
画
の
推
進
に
向
け
た
更
な

る
努
力
を
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

■
賛
成

　

国
政
の
混
迷
に
あ
っ
て
も

雇
用
創
出
に
取
り
組
み
、
下

水
道
料
金
改
定
、
交
付
金
活

用
、
不
用
額
の
執
行
停
止
等

に
よ
り
積
極
的
に
歳
入
確
保
、

歳
出
削
減
を
行
な
い
、
教
育

予
算
の
確
保
、
効
率
的
活
用

を
図
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

交
付
金
等
に
よ
る
歳
入
確

保
、
基
金
創
設
で
事
業
費
を

充
当
、
人
件
費
な
ど
歳
出
抑

制
に
努
め
、
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
活
用
モ
デ
ル
事
業
で
温

暖
化
対
策
ま
ち
づ
く
り
、
教

育
行
政
は
市
総
が
か
り
で
取

り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
、
賛

成
す
る
。

■
反
対

①
横
田
基
地
の
飛
行
回
数
や

交
付
金
増
へ
働
き
か
け
、
②

自
転
車
駐
輪
場
無
料
化
、
③

国
保
税
引
下
げ
、
④
学
校
給

食
の
食
品
丸
ご
と
放
射
能
測

定
、
⑤
中
学
校
給
食
対
策
、

⑥
通
学
地
域
分
離
問
題
の
検

討
も
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

・
次
の
議
案
に
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

●
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間

基
地
へ
の
配
備
と
日
本
全

土
で
の
低
空
飛
行
訓
練
に

反
対
し
、
横
田
基
地
へ
の

飛
来
を
許
さ
な
い
意
見
書

を
政
府
に
あ
げ
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書

・
次
の
議
案
に
反
対
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

「
議
会
日
誌
」

　今定例会の常任委員会では、本会議から付
託された議案及び陳情と、継続審査となって
いた陳情の審査が９月７日、10日、11日の３
日間、建設環境・市民厚生・総務文教委員会
の順で行なわれました。
　また、議会運営委員会は、本会議の議事日
程や議案の取り扱い、議会だよりの編集等で
６回行なわれました。それから、横田基地対
策特別委員会、災害に強いまちづくり特別委
員会が９月25日に行なわれました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会
から報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から

▲元気に遊ぶこどもたち

▲今年度の総合防災訓練の様子

▲汚水ます設置工事
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今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
及

び
４
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
18
名
で

構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
さ

れ
、
９
月
13
日
・
14
日
・
18
日
・
19
日
に
行
な
わ
れ
、

特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民

厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

問　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
支
出
し

た
金
額
に
つ
い
て
東
京
電
力

に
賠
償
請
求
を
す
る
か
。

答　

福
生
市
に
お
い
て
は
、

市
民
プ
ー
ル
と
横
田
基
地
か

ら
の
雨
水
幹
線
の
放
射
線
測

定
を
委
託
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
特
別
交
付
税
の
対
象
と

な
る
。
ま
た
、
小
学
校
給
食

と
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
検

査
も
実
施
し
て
い
る
が
、
６

万
３
千
円
と
少
額
の
支
出
で

あ
り
、
念
の
た
め
に
実
施
し

た
も
の
で
、
賠
償
請
求
す
る

考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
な

い
。

問　

標
準
的
な
世
帯
の
年
収

ベ
ー
ス
で
、
平
成
23
年
度
は

ど
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
る
の
か
。

近
隣
市
と
の
比
較
は
ど
う
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
市
民
１

人
当
た
り
の
市
民
税
個
人
の

現
年
課
税
分
５
万
５
９
６
９

円
を
も
と
に
、
夫
婦
・
子
ど

も
２
人
の
世
帯
を
標
準
的
な

世
帯
と
し
て
算
出
す
る
と
、

給
与
収
入
は
３
６
０
万
円
と

な
り
、
平
成
22
年
度
と
比
較

し
て
１
万
５
千
円
の
減
と
な

る
。
ま
た
、
市
民
１
人
当
た

り
の
市
民
税
個
人
の
現
年
課

税
分
で
、
福
生
市
は
26
市
中

の
23
位
で
近
隣
市
で
は
、
あ

き
る
野
市
が
25
位
、
青
梅
市

が
24
位
、
羽
村
市
が
20
位
、

昭
島
市
は
19
位
と
な
っ
て
い

る
。

問　

こ
の
補
助
金
６
５
４
５

万
１
千
円
の
内
訳
を
教
え
て

ほ
し
い
。

答　

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
活

用
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
拠

点
整
備
や
シ
ス
テ
ム
構
築
費

の
ほ
か
、
電
気
自
動
車
や
充

電
器
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
購
入
費
な
ど
で
６
４
３

３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
が
太
陽

光
発
電
を
設
置
す
る
た
め
の

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
助
成

金
と
し
て
１
１
１
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
25
年
の
国
体
で
、

福
生
市
に
は
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
来
る
が
、
Ｐ
Ｒ
や

経
済
効
果
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
23
年
度
は
、
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
の
配
布
、
国
体
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
、
横
断
幕

や
懸
垂
幕
の
掲
出
と
い
っ
た
、

主
に
広
報
啓
発
に
資
す
る
も

の
に
予
算
を
投
じ
た
。
し
か

し
、
周
知
は
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
効
果
的

な
広
報
活
動
を
行
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
経
済
効
果
に
つ

い
て
は
ま
だ
算
出
し
て
い
な

い
。

問　

こ
の
協
議
会
の
役
割
は
。

ま
た
、
協
議
会
設
立
後
３
年

が
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
の
協
議
会
は
、
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

る
ほ
か
、
市
長
に
対
し
必
要

な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
内
容
と
し
て
は
、
防

犯
施
策
や
防
犯
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
検
討
を
し
、

福
生
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
並

び
に
福
生
市
暴
力
団
排
除
条

例
等
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　

Ｄ
Ｖ
等
か
ら
女
性
や
母

子
を
守
る
た
め
の
事
業
が
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
い
が
、
も
し
発
生
し

た
場
合
は
、
ど
こ
に
計
上
さ

れ
る
か
。
ま
た
、
母
子
生
活

支
援
施
設
入
所
事
業
と
の
違

い
は
。

答　

母
子
生
活
支
援
施
設
入

所
委
託
料
の
中
の
母
子
・
女

性
緊
急
一
時
保
護
委
託
料
に

計
上
さ
れ
る
。
母
子
・
女
性

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
２

週
間
程
度
の
保
護
で
終
了
す

る
の
が
一
般
的
だ
が
、
母
子

生
活
支
援
施
設
入
所
事
業
は

母
子
家
庭
の
自
立
支
援
の
た

め
に
生
活
支
援
を
行
な
う
施

設
入
所
で
、
お
お
む
ね
２
年

を
め
ど
と
し
て
い
る
。

問　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
市

民
監
査
委
員
謝
礼
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
支
援

委
託
料
、
環
境
自
治
体
会
議

負
担
金
等
、
Ｌ
Ａ
Ｓ

－

Ｅ
の

関
係
で
約
１
０
０
万
円
支
出

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
。

答　

環
境
推
進
委
員
会
や
目

標
設
定
チ
ー
ム
会
議
、
環
境

マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
を
開
き
、

市
職
員
、
監
査
委
員
の
研
修

会
も
開
い
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
電
気
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い

と
い
う
意
識
が
向
上
し
、
平

成
23
年
度
の
福
生
市
全
体
の

電
気
使
用
料
が
13
・
８
％
以

上
削
減
さ
れ
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
た
こ
と

に
よ
る
電
気
代
の
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
補

助
が
出
る
ま
で
工
事
費
を
一

時
的
に
各
商
店
街
で
立
て
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
電
気
料

は
前
年
度
に
比
べ
て
４
万
８

４
３
５
円
、
約
４
％
削
減
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

商
店
街
が
直
接
都
に
申
請
し
、

一
時
的
に
立
て
替
え
を
し
て
、

都
の
補
助
を
仰
ぎ
、
都
の
補

助
が
確
定
し
て
か
ら
商
店
街

の
負
担
分
の
２
分
の
１
を
市

が
補
助
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
。
体
力
が
な
い
商
店
街
に

は
難
し
い
事
業
で
あ
り
、
補

助
制
度
の
改
善
を
都
に
要
望

し
て
い
る
。

問　

就
学
指
定
校
変
更
制
度

の
概
要
及
び
平
成
23
年
度
の

利
用
件
数
は
。
ま
た
、
町
会

が
分
か
れ
て
い
る
と
か
、
通

学
路
周
辺
の
風
紀
を
理
由
と

し
た
申
請
は
あ
っ
た
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
利
用
件

数
は
１
０
３
件
で
、
小
学
校

入
学
時
点
に
お
い
て
、
通
学

経
路
、
通
学
距
離
な
ど
、
通

学
の
安
全
の
配
慮
が
必
要
な

場
合
が
多
く
、
あ
く
ま
で
交

通
安
全
へ
の
配
慮
と
理
解
し

て
お
り
、
通
学
路
周
辺
の
風

紀
を
理
由
と
し
た
申
請
は
受

け
付
け
て
い
な
い
。
ま
た
、

町
会
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と

を
理
由
と
し
た
申
請
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
度
は
検
討

し
て
い
な
い
。

問　

平
成
23
年
度
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

答　

学
校
支
援
地
域
組
織
事

業
は
、
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
学
校
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校

教
育
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
平
成
23
年
度
は
、

当
初
、
３
校
で
の
開
設
を
目

指
し
て
い
た
が
、
予
定
を
上

回
り
、
小
・
中
５
校
で
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

１　指定管理について
⑴指定管理者制度導入で得た効果について
⑵業務委託と指定管理の違いについて
⑶市と指定管理者とのつながりについて

２　各実行委員会の事務局としての業務について
⑴各実行委員会における事務局のあり方について
⑵事務局として委譲されている権限について

３　特定保健指導について
⑴保健指導の内容について
⑵近年の受診率、傾向について

１　福生市の観光行政について
⑴福生市の観光事業について
⑵ふっさ十景について
⑶横田基地の塀について

１　安全安心まちづくりの推進について
⑴防犯まちづくりの推進について
⑵現在の防犯対策としての取り組みについて

２　成年後見制度について
⑴成年後見制度の現状と周知の取り組みについて
⑵成年後見制度の問題・課題について

１　消防団員の健康管理について
⑴消防団員の健康管理の現状について
⑵消防団員の健康診断について

２　ジュニアスポーツの育成について
⑴福生市におけるジュニアスポーツの育成について

１　情報公開制度から見た文書の管理について
⑴文書管理システムについて
⑵市民に対する市政情報の積極的な提供について
⑶文書の保存について

２　平成２２年度税制改正の市民に対する影響について
⑴扶養控除の一部廃止に伴う個人住民税への影響は
⑵所得税、個人住民税の急増に対する福生市の対応は
⑶これらに対する市民への周知は

１　放課後等児童デイサービスの実現に向けて
⑴基本的な考え方
⑵長期休暇期間中の対応
⑶実現に向けての取り組み

２　在宅介護の充実について
⑴「お泊りデイ」について
⑵老健施設について

１　第５次行政改革大綱「自律した自治体の確立」について
⑴３つの基本方針及び目標数値の進捗状況について
⑵行政改革重点項目の具体的な取り組みについて

２　生活保護について
⑴生活保護の現状について
⑵就労支援について
⑶不正受給について
⑷医療扶助費及び住宅扶助費について
⑸ケースワーカーについて
⑹増大する生活保護費の対応、対策について

１　市内設置看板について
⑴公共施設を含む市内設置看板の現状について

２　福生七夕まつりについて
⑴第６２回福生七夕まつりを終えて
⑵福生七夕まつりの目標と課題とこれからについて

１　認定こども園について
⑴現在の認定こども園の運営状況と課題について
⑵今後の設置の見通しについて

２　児童・生徒のいじめ問題について
⑴市内小・中学校におけるいじめの実態とその対応について（教委、学校）
⑵平成２４年７月１７日付け、教育庁指導部長からの「いじめの実態把握
のための緊急調査について（通知）」の教育委員会の対応について

３　生涯学習施設の使用料と保育料（保護者負担金）について
⑴生涯学習施設や体育施設の使用料設定の基本的な考え方と改定の
経緯及び今後の改定の見通しについて

１　防災行政無線について
⑴難聴地区対策の調査及び対応について

２　横田基地について
⑴横田基地日米友好祭の状況について

３　外国人登録法の廃止と住民基本台帳法改正について
⑴外国人登録法の廃止、住民基本台帳法改正に伴う業務の進捗状況
について

４　学校教育について
⑴二中で実施している、生徒が自己肯定感を高める教育研究について
⑵副教材「心みつめて」について

１　ジェイ・アラートについて
⑴市民の認知の現状について
⑵今後の対応について

２　大勢の定年退職者世代の対応について
⑴現在の職員の状況について
⑵今後の対応について

１　ワクチン接種事業について
⑴ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチンについて
⑵水痘・おたふくかぜ・成人用肺炎球菌・Ｂ型肝炎ワクチンについて
⑶乳幼児・小児のワクチン接種について

２　福生市清潔で美しいまちづくり条例について
⑴巡回調査の状況について
⑵条例施行後の取り組みと評価について
⑶喫煙場所について

１　エネルギー及びＣＯ２削減政策について
⑴温室効果ガス排出量削減の進捗状況について
⑵再生可能エネルギーの導入目標について
⑶２０３０年の生活モデルについて

２　学校図書館について

１　緑地保全について
⑴福生の緑の現状と、保全や増加させていくことについて

２　災害瓦れき広域処理説明会開催について
３　放射能測定について
⑴保育園・幼稚園の給食食材について
⑵測定結果の公表について
⑶今後の食材測定環境の整備について

４　子どもの「生きる力」をはぐくむ環境について
⑴福生のいじめの現状と対策
⑵「生きる力」をはぐくむことについて

１　福祉保健行政（アレルギー対策）について
⑴教育・保育現場等での携帯用アドレナリン自己注射製剤の管理・使用
について
⑵教師や保育士等の携帯用アドレナリン自己注射製剤使用の講習につ
いて
⑶携帯用アドレナリン自己注射製剤の保護者や市民への周知について

２　スポーツ推進政策について
⑴「するスポーツ」の推進について
⑵チャレンジデーへの参加について

１　米軍横田基地について
⑴「オスプレイの横田基地への飛来・訓練計画の中止を」について
⑵横田基地でのパラシュート降下訓練の中止を求めることについて

２　国民健康保険税及び窓口負担の軽減について
⑴国保税の滞納状況と資格証明書、短期保険証の現状等について
⑵国保加入世帯の平均所得の推移と近隣市比較について
⑶国保法７７条、４４条の減免制度の周知及び税の軽減措置について

３　福祉バスの現状と今後について
４　市民誰もが利用可能なコミュニティバスについて　
５　高齢者居住支援特別対策事業の継続について

武藤 政義
（一括）

⑪

杉山 行男
（一問一答）

柳川 英司
（一括）

清水 義朋
（一括）

乙津 豊彦
（併用）

青海 俊伯
（一括）

末次 和夫
（併用）

大野 悦子
（一括）

池田 公三
（一問一答）

大野　聰
（一括）

町田 成司
（一問一答）

⑫

岩﨑 百合子
（一括）

⑬

原田　剛
（併用）

⑭

堀 雄一朗
（併用）

⑮

阿南 育子
（一問一答）

⑯

五十嵐 みさ
（一括）

⑰

奥富 喜一
（一問一答）

１　中学校給食について
⑴現行方式の検証を、いつ、どのような内容で行うか
⑵昼食対策のみでなく、学校給食法の精神にのっとり、食育教育として
の公的責任を果たすことについて
⑶ランチルームを生かす自校方式の中学校給食について

２　自然エネルギーの推進について
⑴福生スクラム・マイナス５０％協議会での自然エネルギー協働推進事業
の検討状況について
⑵市民出資による自然エネルギー推進、省エネルギー推進について

平成 23 年度　会計別決算額

▲平成23年度一般会計決算を起立多数で認定

会 計 区 分

総 合 計

歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計
国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

特
別
会
計

223億4,935万2,324円

67億1,735万2,884円

31億2,040万1,159円

8億8,450万1,695円

15億8,572万0,264円

346億5,732万8,326円

217億3,013万1,820円

67億2,985万6,389円

31億1,200万4,889円

8億6,440万5,147円

13億6,739万1,363円

338億0,378万9,608円

6億1,922万0,504円

▲1,250万3,505円

839万6,270円

2,009万6,548円

2億1,832万8,901円

8億5,353万8,718円

平成 23 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 23年度 平成 22年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

繰　入　金

市　　　債

繰　越　金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

衛　生　費

教　育　費

総　務　費

土　木　費

公　債　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

79億1,461万3,035円（35.4％）

38億938万9,498円（17.0％）

31億4,198万4,880円（14.1％）

29億4,096万3,000円（13.2％）

14億5,765万4,000円（6.5％）
国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

6億170万9,000円（2.7％）

4億8,909万3,708円（2.2％）

3億6,111万8,014円（1.6％）

4億8,000万円（2.2％）

3億8,593万3,237円（1.7％）

7億6,689万3,952円（3.4％）

99億7,035万9,243円（45.9％）

26億1,589万9,885円（12.0％）

22億4,558万1,435円（10.3％）

22億930万0,301円（10.2％）

12億2,164万1,990円（5.6％）

13億5,637万9,451円（6.2％）

9億5,329万9,869円（4.4％）

5億6,006万3,763円（2.6％）

3億4,595万4,558円（1.6％）

1億9,595万5,206円（0.9％）

5,569万6,119円（0.3％）

歳　入

歳入合計　223億 4,935 万 2,324 円 歳出合計　217億 3,013 万 1,820 円

歳　出

労働費
農林水産業費
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本
大
震
災
に
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　今定例会では、17人の議員が市政全般にわたり一般質問を行ないま
した。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方
式（一括と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし、４ページから５ページに掲載しました。一般質
問の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、１１月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図
書館でご覧いただくか、福生市ホームページからご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

指定管理者制度導入によってどのような効果が得られたか
武藤 政義 議員

　質問　福生市では平成18年度よ
り指定管理者制度が導入されたが、
それにより得られた効果を伺いたい。
　市長　指定管理者制度を導入した
全施設の６年間の累計で、直営で
行った場合と比較して約６億円のコ
スト削減効果があったと試算してい
る。また、民間の専門的知識や技術、
ノウハウあるいはスケールメリット
を生かした管理運営がなされ、市民
サービスの向上にもつながっている。

▲指定管理者に運営されている福生市民会館

横田基地の景観活用上、現在の塀をどのように考えるか
町田 成司 議員

　質問　横田基地の塀がなぜ金網
ネットからコンクリート防護壁に
なったのか。金網ネットに戻すよう
要望する考えはないか。
　市長　国道16号線の拡幅後、道
路に近接する居住者への国道からの
自動車騒音や排気ガスを軽減するた
め、米軍の負担で塀にしたもので、
米軍からは、現状のままが望ましい
と考えているので理解いただきたい
とのことであった。

▲国道 16 号線沿いの横田基地の塀

需要の増加が見込まれる成年後見制度の問題と課題は
柳川 英司 議員

　質問　家族関係の希薄化に伴い、
成年後見人申し立て件数は右肩上が
りで増えており、今後もその傾向は
続くと考えられるが、この制度の問
題と課題について伺いたい。
　市長　制度の周知不足や、申し立
て手続の煩雑さ、費用負担の大きさ
等、さまざまな問題点がある。今後、
増大していく需要に見合うだけの成
年後見人をいかに確保・育成してい
くかが大きな課題となる。

▲社会福祉協議会内の成年後見センター福生

消防団員に対する健康診断の充実に取り組んでほしい
清水 義朋 議員

　質問　平成16年消防庁通知で、
消防団員等に対する健康診断等の充
実を要請されているが、市ではどの
ように対応しているか。
　市長　現在、自営業を営んでいる
等の40歳未満の消防団員約40名に
ついては、健康診断受診の有無を把
握していない。健康管理の充実のた
めに健康診断は重要であり、受診機
会のない団員については、今後、市
での健康診断の実施を検討したい。

▲福生消防署管内消防団員研修会（健康管理等セミナー）の様子

放課後等児童デイサービスの実現に向けた市の取り組み
青海 俊伯 議員

　質問　放課後等児童デイサービス
の実現に向けての市の取り組みを確
認したい。
　市長　放課後等デイサービス事業
所を開設しようとする民間法人等へ
の支援として、補助割合10割の東
京都障害者自立支援基盤整備事業補
助金の申請を案内し、東京都所管課
へ相談するようアドバイスしている。
東京都との協議の際には推薦意見等
の協力を行っている。

生活保護費が増大する中、メリハリのある生活保護行政を
末次 和夫 議員

　質問　住宅扶助費の直接納付など
できることを行い、就労支援など自
立支援に力を入れる一方、不正受給
防止のための審査の厳格化を行うな
ど、メリハリのある生活保護行政が
必要ではないか。
　市長　自立に向けての就労支援の
強化や重複・頻回受診の縮減、ジェ
ネリック医薬品の使用勧奨等の徹底
により、生活保護制度を適正に運営
し、生活保護費の抑制を図りたい。

▲生活保護の受付窓口及び相談室

今年62回目を迎えた福生七夕まつりの今後の展望は
大野 悦子 議員

　質問　市民模擬店の取り組みが始
まってから市民まつりのイメージが
強くなっているが、変化する社会経
済状況の中で、今後どのような取り
組みを行っていくのか。
　市長　福生七夕まつりは市の知名
度を上げ、商業振興に寄与している。
今後も変化を恐れない攻めの姿勢で、
実行委員会を初め市民の皆様ととも
に七夕まつりをつくり上げていきた
い。

▲第 62回福生七夕まつり

大野 聰 議員
　質問　今回の補正予算案で認定こ
ども園の開設が提案されているが、
今後、施設設置の見通しや、市の支
援について伺いたい。
　市長　市内の学校法人から認定こ
ども園の開設計画案を受けており、
支援するための補正予算を本議会に
計上している。来年４月の待機児童
の状況を見ながら、今後の設置や支
援の方向性について検討したい。

認定こども園の今後の設置の見通しは

▲開設から3年目を迎える牛浜こども園

所得税、個人住民税の急増による影響及び福生市の対応
乙津 豊彦 議員

　質問　平成22年度税制改正によ
り影響が出る福生市の制度はどのく
らいあるか。また、それに対して市
はどのような対応策をとられたか。
　市長　福生市で税制改正の影響を
受ける制度や事業は28となってい
る。しかし、国は法律改正や通知の
発出を行って税制改正による影響を
抑える措置を講じており、これに基
づき再計算をして対応しているので、
市民への影響はない。

▲住民税（市・都民税）納税通知書

生徒が自己肯定感を高める教育研究の推進を
杉山 行男 議員

　質問　二中で実施している「生徒
が自己肯定感を高め、たくましく生
きる『福生っ子』の育成をめざして」
という研究実践の状況や、今後の取
り組みを伺いたい。
　教育長　生徒の自己肯定感を高め
ることをねらいとして、特別支援教
育の視点を持ちながら、学習指導・
道徳活動・特別活動の研究を進めて
いる。今後は、生徒の心理調査を活用
した実践に取り組んでいく。

▲道徳授業地区公開講座の様子（二中） ▲児童デイサービスの検討資料（厚生労働省）

ジェイ・アラートは市民に浸透しているか
岩﨑 百合子 議員

　質問　福生市は平成23年４月１
日から全国瞬時警報システム、ジェ
イ・アラートの運用を開始している
が、市民に浸透しているか。今後、
啓発などを行う計画はあるか。
　市長　ジェイ・アラートの運用開
始に際して、市広報やホームページ、
チラシによる周知を図ったほか、昨
年度の総合防災訓練から、ジェイ・
アラートの試験放送として緊急地震
速報を訓練開始前に放送している。

▲ジェイ・アラートのお知らせ用チラシ

歩行喫煙・ポイ捨て禁止のシールを路面に貼って啓発を
原田 剛 議員

　質問　路上喫煙禁止を行っている
他市では、路面に禁止のシールを
貼っている。重点区域や路上禁煙区
域を設定しなくても、歩行喫煙やポ
イ捨て禁止のシールを貼れば認知度
は上がるのではないか。
　生活環境部長　他市でそのような
シールをよく見かけるが、大変気づ
きやすく、効果は大きいと思われる
ので、今年度、早期に広報周知の一
つの手法として採用したい。

▲路上喫煙・ポイ捨て防止啓発シール（豊島区）

エネルギー及びCO２削減政策の進捗と取り組みについて
堀 雄一朗 議員

　質問　「福生市地域新エネルギー
ビジョン」により、当市では2003
年度を基準として2030年のＣＯ２50
％削減を目指しているが、現在の進
捗状況を伺いたい。
　市長　原発事故以降、発電に係る
CO2排出係数や燃料構成が変化して
おり、現時点での正確な数値は出せ
ないが目標達成が困難だと考えられ
る。市民・事業者と協力しながら地
球温暖化防止に今後も取組みたい。

▲カーシェアリング事業の電気自動車

携帯用アドレナリン自己注射製剤の保護者や市民への周知を
五十嵐 みさ 議員

　質問　アナフィラキシーショック
の緩和に用いる携帯用アドレナリン
自己注射製剤の知識や取り扱い機関
等を全市民に周知してはどうか。
　市長　この製剤は処方により出さ
れる薬であり、厚生労働省通知に抵
触するおそれもあってその効果や効
用等の周知は難しいが、生命にかか
わる問題であるので、取り扱う医療
機関については、福生市医師会と相
談の上、市民の皆様に周知したい。

▲携帯用アドレナリン自己注射製剤使用訓練

国保税減免制度をもっと周知し税引下げを求める
奥富 喜一 議員

　質問　国保法に定める減免措置と
その周知をどう徹底しているか。１
人１万円の税引下げの考えはないか。
　市長　保険税の減免については、
国保法77条に基づく本市条例で災
害等で著しく生活困難となり納付困
難な場合としており、一部負担金の
減額ともあわせ市のホームページで
公開している。赤字決算下であり、
保険税引下げは独立会計の原則や受
益者負担の観点から考えていない。

▲国民健康保険被保険者証

給食食材の放射能測定結果とともに検出下限値の公表を
阿南 育子 議員

　質問　現在、給食食材の放射能測
定結果が公表されているが、検出下
限値が示されておらず、不十分であ
る。検出下限値を公表することはで
きないか。
　教育長　安全が確認された食材だ
けを調達するなど、食の安全には細
心の注意を払っているが、福生市で
公表するに当たり、食材の種類や産
地とともに、検出下限値を公表する
ことは可能である。

▲食材の放射能を測定

市民出資による自然エネルギーや省エネルギーの推進を
池田 公三 議員

　質問　長野県飯田市では、全国の
方から出資を募り、初期投資０円で
太陽光発電設備を設置できる「おひ
さま０円システム」を導入している
が、当市でも同様の仕組みを導入で
きないか。
　市長　飯田市の取り組みは先進事
例として注目している。創エネや省
エネに関しては、市民や市民団体か
ら責任が明確で実現可能な提案があ
れば協議したいと考えている。

▲リサイクルセンターの太陽光パネル

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただけ
ると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積極的に議会情報をお
届けしていきたいと考えておりますので、ぜひご利用ください。

本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索してご覧いただくこと
　ができます。

◆配信内容

福生市公式ホームページ
(http://www.city.fussa.tokyo.jp/)にアクセスして「福生市議会」→「インターネット中
継」の順にクリックしてください。

◆アクセス方法

ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」ご利用ください 「インターネット議会中継」

◆本会議（予定）午前 10時開会
           12 月 4日㈫～ 12月 7日㈮及び 12月 21 日㈮
◆常任委員会（予定）午前 10時開会
          12 月 11 日㈫～ 12月 13 日㈭
★市議会を傍聴してみませんか★
　本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　傍聴の受付は会議の当日、市役所第 2棟 3階の議会事務局で行います。

平成 24 年第 4回定例会は、12月4日㈫から12月21日㈮まで
を予定しています。

次回定例会のお知らせ
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　今定例会では、17人の議員が市政全般にわたり一般質問を行ないま
した。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問一答方式、併用方
式（一括と一問一答の併用）のいずれかを議員が選択し、質問しました。
　概略の掲載は一問とし、４ページから５ページに掲載しました。一般質
問の項目は６ページにすべて掲載してあります。
　詳しくは、１１月中旬発行予定の会議録を市役所情報コーナー及び図
書館でご覧いただくか、福生市ホームページからご覧ください。

市政のここが聞きたい

（要旨）一 般 質 問

指定管理者制度導入によってどのような効果が得られたか
武藤 政義 議員

　質問　福生市では平成18年度よ
り指定管理者制度が導入されたが、
それにより得られた効果を伺いたい。
　市長　指定管理者制度を導入した
全施設の６年間の累計で、直営で
行った場合と比較して約６億円のコ
スト削減効果があったと試算してい
る。また、民間の専門的知識や技術、
ノウハウあるいはスケールメリット
を生かした管理運営がなされ、市民
サービスの向上にもつながっている。

▲指定管理者に運営されている福生市民会館

横田基地の景観活用上、現在の塀をどのように考えるか
町田 成司 議員

　質問　横田基地の塀がなぜ金網
ネットからコンクリート防護壁に
なったのか。金網ネットに戻すよう
要望する考えはないか。
　市長　国道16号線の拡幅後、道
路に近接する居住者への国道からの
自動車騒音や排気ガスを軽減するた
め、米軍の負担で塀にしたもので、
米軍からは、現状のままが望ましい
と考えているので理解いただきたい
とのことであった。

▲国道 16 号線沿いの横田基地の塀

需要の増加が見込まれる成年後見制度の問題と課題は
柳川 英司 議員

　質問　家族関係の希薄化に伴い、
成年後見人申し立て件数は右肩上が
りで増えており、今後もその傾向は
続くと考えられるが、この制度の問
題と課題について伺いたい。
　市長　制度の周知不足や、申し立
て手続の煩雑さ、費用負担の大きさ
等、さまざまな問題点がある。今後、
増大していく需要に見合うだけの成
年後見人をいかに確保・育成してい
くかが大きな課題となる。

▲社会福祉協議会内の成年後見センター福生

消防団員に対する健康診断の充実に取り組んでほしい
清水 義朋 議員

　質問　平成16年消防庁通知で、
消防団員等に対する健康診断等の充
実を要請されているが、市ではどの
ように対応しているか。
　市長　現在、自営業を営んでいる
等の40歳未満の消防団員約40名に
ついては、健康診断受診の有無を把
握していない。健康管理の充実のた
めに健康診断は重要であり、受診機
会のない団員については、今後、市
での健康診断の実施を検討したい。

▲福生消防署管内消防団員研修会（健康管理等セミナー）の様子

放課後等児童デイサービスの実現に向けた市の取り組み
青海 俊伯 議員

　質問　放課後等児童デイサービス
の実現に向けての市の取り組みを確
認したい。
　市長　放課後等デイサービス事業
所を開設しようとする民間法人等へ
の支援として、補助割合10割の東
京都障害者自立支援基盤整備事業補
助金の申請を案内し、東京都所管課
へ相談するようアドバイスしている。
東京都との協議の際には推薦意見等
の協力を行っている。

生活保護費が増大する中、メリハリのある生活保護行政を
末次 和夫 議員

　質問　住宅扶助費の直接納付など
できることを行い、就労支援など自
立支援に力を入れる一方、不正受給
防止のための審査の厳格化を行うな
ど、メリハリのある生活保護行政が
必要ではないか。
　市長　自立に向けての就労支援の
強化や重複・頻回受診の縮減、ジェ
ネリック医薬品の使用勧奨等の徹底
により、生活保護制度を適正に運営
し、生活保護費の抑制を図りたい。

▲生活保護の受付窓口及び相談室

今年62回目を迎えた福生七夕まつりの今後の展望は
大野 悦子 議員

　質問　市民模擬店の取り組みが始
まってから市民まつりのイメージが
強くなっているが、変化する社会経
済状況の中で、今後どのような取り
組みを行っていくのか。
　市長　福生七夕まつりは市の知名
度を上げ、商業振興に寄与している。
今後も変化を恐れない攻めの姿勢で、
実行委員会を初め市民の皆様ととも
に七夕まつりをつくり上げていきた
い。

▲第 62回福生七夕まつり

大野 聰 議員
　質問　今回の補正予算案で認定こ
ども園の開設が提案されているが、
今後、施設設置の見通しや、市の支
援について伺いたい。
　市長　市内の学校法人から認定こ
ども園の開設計画案を受けており、
支援するための補正予算を本議会に
計上している。来年４月の待機児童
の状況を見ながら、今後の設置や支
援の方向性について検討したい。

認定こども園の今後の設置の見通しは

▲開設から3年目を迎える牛浜こども園

所得税、個人住民税の急増による影響及び福生市の対応
乙津 豊彦 議員

　質問　平成22年度税制改正によ
り影響が出る福生市の制度はどのく
らいあるか。また、それに対して市
はどのような対応策をとられたか。
　市長　福生市で税制改正の影響を
受ける制度や事業は28となってい
る。しかし、国は法律改正や通知の
発出を行って税制改正による影響を
抑える措置を講じており、これに基
づき再計算をして対応しているので、
市民への影響はない。

▲住民税（市・都民税）納税通知書

生徒が自己肯定感を高める教育研究の推進を
杉山 行男 議員

　質問　二中で実施している「生徒
が自己肯定感を高め、たくましく生
きる『福生っ子』の育成をめざして」
という研究実践の状況や、今後の取
り組みを伺いたい。
　教育長　生徒の自己肯定感を高め
ることをねらいとして、特別支援教
育の視点を持ちながら、学習指導・
道徳活動・特別活動の研究を進めて
いる。今後は、生徒の心理調査を活用
した実践に取り組んでいく。

▲道徳授業地区公開講座の様子（二中） ▲児童デイサービスの検討資料（厚生労働省）

ジェイ・アラートは市民に浸透しているか
岩﨑 百合子 議員

　質問　福生市は平成23年４月１
日から全国瞬時警報システム、ジェ
イ・アラートの運用を開始している
が、市民に浸透しているか。今後、
啓発などを行う計画はあるか。
　市長　ジェイ・アラートの運用開
始に際して、市広報やホームページ、
チラシによる周知を図ったほか、昨
年度の総合防災訓練から、ジェイ・
アラートの試験放送として緊急地震
速報を訓練開始前に放送している。

▲ジェイ・アラートのお知らせ用チラシ

歩行喫煙・ポイ捨て禁止のシールを路面に貼って啓発を
原田 剛 議員

　質問　路上喫煙禁止を行っている
他市では、路面に禁止のシールを
貼っている。重点区域や路上禁煙区
域を設定しなくても、歩行喫煙やポ
イ捨て禁止のシールを貼れば認知度
は上がるのではないか。
　生活環境部長　他市でそのような
シールをよく見かけるが、大変気づ
きやすく、効果は大きいと思われる
ので、今年度、早期に広報周知の一
つの手法として採用したい。

▲路上喫煙・ポイ捨て防止啓発シール（豊島区）

エネルギー及びCO２削減政策の進捗と取り組みについて
堀 雄一朗 議員

　質問　「福生市地域新エネルギー
ビジョン」により、当市では2003
年度を基準として2030年のＣＯ２50
％削減を目指しているが、現在の進
捗状況を伺いたい。
　市長　原発事故以降、発電に係る
CO2排出係数や燃料構成が変化して
おり、現時点での正確な数値は出せ
ないが目標達成が困難だと考えられ
る。市民・事業者と協力しながら地
球温暖化防止に今後も取組みたい。

▲カーシェアリング事業の電気自動車

携帯用アドレナリン自己注射製剤の保護者や市民への周知を
五十嵐 みさ 議員

　質問　アナフィラキシーショック
の緩和に用いる携帯用アドレナリン
自己注射製剤の知識や取り扱い機関
等を全市民に周知してはどうか。
　市長　この製剤は処方により出さ
れる薬であり、厚生労働省通知に抵
触するおそれもあってその効果や効
用等の周知は難しいが、生命にかか
わる問題であるので、取り扱う医療
機関については、福生市医師会と相
談の上、市民の皆様に周知したい。

▲携帯用アドレナリン自己注射製剤使用訓練

国保税減免制度をもっと周知し税引下げを求める
奥富 喜一 議員

　質問　国保法に定める減免措置と
その周知をどう徹底しているか。１
人１万円の税引下げの考えはないか。
　市長　保険税の減免については、
国保法77条に基づく本市条例で災
害等で著しく生活困難となり納付困
難な場合としており、一部負担金の
減額ともあわせ市のホームページで
公開している。赤字決算下であり、
保険税引下げは独立会計の原則や受
益者負担の観点から考えていない。

▲国民健康保険被保険者証

給食食材の放射能測定結果とともに検出下限値の公表を
阿南 育子 議員

　質問　現在、給食食材の放射能測
定結果が公表されているが、検出下
限値が示されておらず、不十分であ
る。検出下限値を公表することはで
きないか。
　教育長　安全が確認された食材だ
けを調達するなど、食の安全には細
心の注意を払っているが、福生市で
公表するに当たり、食材の種類や産
地とともに、検出下限値を公表する
ことは可能である。

▲食材の放射能を測定

市民出資による自然エネルギーや省エネルギーの推進を
池田 公三 議員

　質問　長野県飯田市では、全国の
方から出資を募り、初期投資０円で
太陽光発電設備を設置できる「おひ
さま０円システム」を導入している
が、当市でも同様の仕組みを導入で
きないか。
　市長　飯田市の取り組みは先進事
例として注目している。創エネや省
エネに関しては、市民や市民団体か
ら責任が明確で実現可能な提案があ
れば協議したいと考えている。

▲リサイクルセンターの太陽光パネル

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じていただけ
ると思います。
　「市民に開かれたわかりやすい議会」を一層推進するため、積極的に議会情報をお
届けしていきたいと考えておりますので、ぜひご利用ください。

本会議のライブ映像と録画映像
※録画映像は、過去の会議を会議名や議員名、用語などで検索してご覧いただくこと
　ができます。
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◆本会議（予定）午前 10時開会
           12 月 4日㈫～ 12月 7日㈮及び 12月 21 日㈮
◆常任委員会（予定）午前 10時開会
          12 月 11 日㈫～ 12月 13 日㈭
★市議会を傍聴してみませんか★
　本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。
　傍聴の受付は会議の当日、市役所第 2棟 3階の議会事務局で行います。

平成 24 年第 4回定例会は、12月4日㈫から12月21日㈮まで
を予定しています。

次回定例会のお知らせ



⑶　　　 平成24年10月25日　　福生市議会だより　　NO.185

平成24年 第3回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。
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算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

問　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
支
出
し

た
金
額
に
つ
い
て
東
京
電
力

に
賠
償
請
求
を
す
る
か
。

答　

福
生
市
に
お
い
て
は
、

市
民
プ
ー
ル
と
横
田
基
地
か

ら
の
雨
水
幹
線
の
放
射
線
測

定
を
委
託
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
特
別
交
付
税
の
対
象
と

な
る
。
ま
た
、
小
学
校
給
食

と
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
検

査
も
実
施
し
て
い
る
が
、
６

万
３
千
円
と
少
額
の
支
出
で

あ
り
、
念
の
た
め
に
実
施
し

た
も
の
で
、
賠
償
請
求
す
る

考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
な

い
。

問　

標
準
的
な
世
帯
の
年
収

ベ
ー
ス
で
、
平
成
23
年
度
は

ど
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
る
の
か
。

近
隣
市
と
の
比
較
は
ど
う
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
市
民
１

人
当
た
り
の
市
民
税
個
人
の

現
年
課
税
分
５
万
５
９
６
９

円
を
も
と
に
、
夫
婦
・
子
ど

も
２
人
の
世
帯
を
標
準
的
な

世
帯
と
し
て
算
出
す
る
と
、

給
与
収
入
は
３
６
０
万
円
と

な
り
、
平
成
22
年
度
と
比
較

し
て
１
万
５
千
円
の
減
と
な

る
。
ま
た
、
市
民
１
人
当
た

り
の
市
民
税
個
人
の
現
年
課

税
分
で
、
福
生
市
は
26
市
中

の
23
位
で
近
隣
市
で
は
、
あ

き
る
野
市
が
25
位
、
青
梅
市

が
24
位
、
羽
村
市
が
20
位
、

昭
島
市
は
19
位
と
な
っ
て
い

る
。

問　

こ
の
補
助
金
６
５
４
５

万
１
千
円
の
内
訳
を
教
え
て

ほ
し
い
。

答　

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
活

用
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
拠

点
整
備
や
シ
ス
テ
ム
構
築
費

の
ほ
か
、
電
気
自
動
車
や
充

電
器
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
購
入
費
な
ど
で
６
４
３

３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
が
太
陽

光
発
電
を
設
置
す
る
た
め
の

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
助
成

金
と
し
て
１
１
１
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
25
年
の
国
体
で
、

福
生
市
に
は
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
来
る
が
、
Ｐ
Ｒ
や

経
済
効
果
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
23
年
度
は
、
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
の
配
布
、
国
体
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
、
横
断
幕

や
懸
垂
幕
の
掲
出
と
い
っ
た
、

主
に
広
報
啓
発
に
資
す
る
も

の
に
予
算
を
投
じ
た
。
し
か

し
、
周
知
は
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
効
果
的

な
広
報
活
動
を
行
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
経
済
効
果
に
つ

い
て
は
ま
だ
算
出
し
て
い
な

い
。

問　

こ
の
協
議
会
の
役
割
は
。

ま
た
、
協
議
会
設
立
後
３
年

が
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
の
協
議
会
は
、
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

る
ほ
か
、
市
長
に
対
し
必
要

な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
内
容
と
し
て
は
、
防

犯
施
策
や
防
犯
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
つ
い
て
検
討
を
し
、

福
生
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
並

び
に
福
生
市
暴
力
団
排
除
条

例
等
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

問　

Ｄ
Ｖ
等
か
ら
女
性
や
母

子
を
守
る
た
め
の
事
業
が
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
こ
と
は
非
常
に

喜
ば
し
い
が
、
も
し
発
生
し

た
場
合
は
、
ど
こ
に
計
上
さ

れ
る
か
。
ま
た
、
母
子
生
活

支
援
施
設
入
所
事
業
と
の
違

い
は
。

答　

母
子
生
活
支
援
施
設
入

所
委
託
料
の
中
の
母
子
・
女

性
緊
急
一
時
保
護
委
託
料
に

計
上
さ
れ
る
。
母
子
・
女
性

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
２

週
間
程
度
の
保
護
で
終
了
す

る
の
が
一
般
的
だ
が
、
母
子

生
活
支
援
施
設
入
所
事
業
は

母
子
家
庭
の
自
立
支
援
の
た

め
に
生
活
支
援
を
行
な
う
施

設
入
所
で
、
お
お
む
ね
２
年

を
め
ど
と
し
て
い
る
。

問　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
市

民
監
査
委
員
謝
礼
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
支
援

委
託
料
、
環
境
自
治
体
会
議

負
担
金
等
、
Ｌ
Ａ
Ｓ

－

Ｅ
の

関
係
で
約
１
０
０
万
円
支
出

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
。

答　

環
境
推
進
委
員
会
や
目

標
設
定
チ
ー
ム
会
議
、
環
境

マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
を
開
き
、

市
職
員
、
監
査
委
員
の
研
修

会
も
開
い
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
電
気
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い

と
い
う
意
識
が
向
上
し
、
平

成
23
年
度
の
福
生
市
全
体
の

電
気
使
用
料
が
13
・
８
％
以

上
削
減
さ
れ
大
き
な
効
果
が

あ
っ
た
。

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
え
た
こ
と

に
よ
る
電
気
代
の
削
減
効
果

は
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
補

助
が
出
る
ま
で
工
事
費
を
一

時
的
に
各
商
店
街
で
立
て
替

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
電
気
料

は
前
年
度
に
比
べ
て
４
万
８

４
３
５
円
、
約
４
％
削
減
さ

れ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

商
店
街
が
直
接
都
に
申
請
し
、

一
時
的
に
立
て
替
え
を
し
て
、

都
の
補
助
を
仰
ぎ
、
都
の
補

助
が
確
定
し
て
か
ら
商
店
街

の
負
担
分
の
２
分
の
１
を
市

が
補
助
す
る
形
に
な
っ
て
い

る
。
体
力
が
な
い
商
店
街
に

は
難
し
い
事
業
で
あ
り
、
補

助
制
度
の
改
善
を
都
に
要
望

し
て
い
る
。

問　

就
学
指
定
校
変
更
制
度

の
概
要
及
び
平
成
23
年
度
の

利
用
件
数
は
。
ま
た
、
町
会

が
分
か
れ
て
い
る
と
か
、
通

学
路
周
辺
の
風
紀
を
理
由
と

し
た
申
請
は
あ
っ
た
か
。

答　

平
成
23
年
度
の
利
用
件

数
は
１
０
３
件
で
、
小
学
校

入
学
時
点
に
お
い
て
、
通
学

経
路
、
通
学
距
離
な
ど
、
通

学
の
安
全
の
配
慮
が
必
要
な

場
合
が
多
く
、
あ
く
ま
で
交

通
安
全
へ
の
配
慮
と
理
解
し

て
お
り
、
通
学
路
周
辺
の
風

紀
を
理
由
と
し
た
申
請
は
受

け
付
け
て
い
な
い
。
ま
た
、

町
会
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と

を
理
由
と
し
た
申
請
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
度
は
検
討

し
て
い
な
い
。

問　

平
成
23
年
度
の
進
捗
状

況
を
伺
い
た
い
。

答　

学
校
支
援
地
域
組
織
事

業
は
、
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
学
校
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校

教
育
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
平
成
23
年
度
は
、

当
初
、
３
校
で
の
開
設
を
目

指
し
て
い
た
が
、
予
定
を
上

回
り
、
小
・
中
５
校
で
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

通告者 通告者質 問 内 容 質 問 内 容

１　指定管理について
⑴指定管理者制度導入で得た効果について
⑵業務委託と指定管理の違いについて
⑶市と指定管理者とのつながりについて

２　各実行委員会の事務局としての業務について
⑴各実行委員会における事務局のあり方について
⑵事務局として委譲されている権限について

３　特定保健指導について
⑴保健指導の内容について
⑵近年の受診率、傾向について

１　福生市の観光行政について
⑴福生市の観光事業について
⑵ふっさ十景について
⑶横田基地の塀について

１　安全安心まちづくりの推進について
⑴防犯まちづくりの推進について
⑵現在の防犯対策としての取り組みについて

２　成年後見制度について
⑴成年後見制度の現状と周知の取り組みについて
⑵成年後見制度の問題・課題について

１　消防団員の健康管理について
⑴消防団員の健康管理の現状について
⑵消防団員の健康診断について

２　ジュニアスポーツの育成について
⑴福生市におけるジュニアスポーツの育成について

１　情報公開制度から見た文書の管理について
⑴文書管理システムについて
⑵市民に対する市政情報の積極的な提供について
⑶文書の保存について

２　平成２２年度税制改正の市民に対する影響について
⑴扶養控除の一部廃止に伴う個人住民税への影響は
⑵所得税、個人住民税の急増に対する福生市の対応は
⑶これらに対する市民への周知は

１　放課後等児童デイサービスの実現に向けて
⑴基本的な考え方
⑵長期休暇期間中の対応
⑶実現に向けての取り組み

２　在宅介護の充実について
⑴「お泊りデイ」について
⑵老健施設について

１　第５次行政改革大綱「自律した自治体の確立」について
⑴３つの基本方針及び目標数値の進捗状況について
⑵行政改革重点項目の具体的な取り組みについて

２　生活保護について
⑴生活保護の現状について
⑵就労支援について
⑶不正受給について
⑷医療扶助費及び住宅扶助費について
⑸ケースワーカーについて
⑹増大する生活保護費の対応、対策について

１　市内設置看板について
⑴公共施設を含む市内設置看板の現状について

２　福生七夕まつりについて
⑴第６２回福生七夕まつりを終えて
⑵福生七夕まつりの目標と課題とこれからについて

１　認定こども園について
⑴現在の認定こども園の運営状況と課題について
⑵今後の設置の見通しについて

２　児童・生徒のいじめ問題について
⑴市内小・中学校におけるいじめの実態とその対応について（教委、学校）
⑵平成２４年７月１７日付け、教育庁指導部長からの「いじめの実態把握
のための緊急調査について（通知）」の教育委員会の対応について

３　生涯学習施設の使用料と保育料（保護者負担金）について
⑴生涯学習施設や体育施設の使用料設定の基本的な考え方と改定の
経緯及び今後の改定の見通しについて

１　防災行政無線について
⑴難聴地区対策の調査及び対応について

２　横田基地について
⑴横田基地日米友好祭の状況について

３　外国人登録法の廃止と住民基本台帳法改正について
⑴外国人登録法の廃止、住民基本台帳法改正に伴う業務の進捗状況
について

４　学校教育について
⑴二中で実施している、生徒が自己肯定感を高める教育研究について
⑵副教材「心みつめて」について

１　ジェイ・アラートについて
⑴市民の認知の現状について
⑵今後の対応について

２　大勢の定年退職者世代の対応について
⑴現在の職員の状況について
⑵今後の対応について

１　ワクチン接種事業について
⑴ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチンについて
⑵水痘・おたふくかぜ・成人用肺炎球菌・Ｂ型肝炎ワクチンについて
⑶乳幼児・小児のワクチン接種について

２　福生市清潔で美しいまちづくり条例について
⑴巡回調査の状況について
⑵条例施行後の取り組みと評価について
⑶喫煙場所について

１　エネルギー及びＣＯ２削減政策について
⑴温室効果ガス排出量削減の進捗状況について
⑵再生可能エネルギーの導入目標について
⑶２０３０年の生活モデルについて

２　学校図書館について

１　緑地保全について
⑴福生の緑の現状と、保全や増加させていくことについて

２　災害瓦れき広域処理説明会開催について
３　放射能測定について
⑴保育園・幼稚園の給食食材について
⑵測定結果の公表について
⑶今後の食材測定環境の整備について

４　子どもの「生きる力」をはぐくむ環境について
⑴福生のいじめの現状と対策
⑵「生きる力」をはぐくむことについて

１　福祉保健行政（アレルギー対策）について
⑴教育・保育現場等での携帯用アドレナリン自己注射製剤の管理・使用
について
⑵教師や保育士等の携帯用アドレナリン自己注射製剤使用の講習につ
いて
⑶携帯用アドレナリン自己注射製剤の保護者や市民への周知について

２　スポーツ推進政策について
⑴「するスポーツ」の推進について
⑵チャレンジデーへの参加について

１　米軍横田基地について
⑴「オスプレイの横田基地への飛来・訓練計画の中止を」について
⑵横田基地でのパラシュート降下訓練の中止を求めることについて

２　国民健康保険税及び窓口負担の軽減について
⑴国保税の滞納状況と資格証明書、短期保険証の現状等について
⑵国保加入世帯の平均所得の推移と近隣市比較について
⑶国保法７７条、４４条の減免制度の周知及び税の軽減措置について

３　福祉バスの現状と今後について
４　市民誰もが利用可能なコミュニティバスについて　
５　高齢者居住支援特別対策事業の継続について

武藤 政義
（一括）

⑪

杉山 行男
（一問一答）

柳川 英司
（一括）

清水 義朋
（一括）

乙津 豊彦
（併用）

青海 俊伯
（一括）

末次 和夫
（併用）

大野 悦子
（一括）

池田 公三
（一問一答）

大野　聰
（一括）

町田 成司
（一問一答）

⑫

岩﨑 百合子
（一括）

⑬

原田　剛
（併用）

⑭

堀 雄一朗
（併用）

⑮

阿南 育子
（一問一答）

⑯

五十嵐 みさ
（一括）

⑰

奥富 喜一
（一問一答）

１　中学校給食について
⑴現行方式の検証を、いつ、どのような内容で行うか
⑵昼食対策のみでなく、学校給食法の精神にのっとり、食育教育として
の公的責任を果たすことについて
⑶ランチルームを生かす自校方式の中学校給食について

２　自然エネルギーの推進について
⑴福生スクラム・マイナス５０％協議会での自然エネルギー協働推進事業
の検討状況について
⑵市民出資による自然エネルギー推進、省エネルギー推進について

平成 23 年度　会計別決算額

▲平成23年度一般会計決算を起立多数で認定

会 計 区 分

総 合 計

歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計
国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

特
別
会
計

223億4,935万2,324円

67億1,735万2,884円

31億2,040万1,159円

8億8,450万1,695円

15億8,572万0,264円

346億5,732万8,326円

217億3,013万1,820円

67億2,985万6,389円

31億1,200万4,889円

8億6,440万5,147円

13億6,739万1,363円

338億0,378万9,608円

6億1,922万0,504円

▲1,250万3,505円

839万6,270円

2,009万6,548円

2億1,832万8,901円

8億5,353万8,718円

平成 23 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 23年度 平成 22年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

繰　入　金

市　　　債

繰　越　金

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

衛　生　費

教　育　費

総　務　費

土　木　費

公　債　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

79億1,461万3,035円（35.4％）

38億938万9,498円（17.0％）

31億4,198万4,880円（14.1％）

29億4,096万3,000円（13.2％）

14億5,765万4,000円（6.5％）
国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

6億170万9,000円（2.7％）

4億8,909万3,708円（2.2％）

3億6,111万8,014円（1.6％）

4億8,000万円（2.2％）

3億8,593万3,237円（1.7％）

7億6,689万3,952円（3.4％）

99億7,035万9,243円（45.9％）

26億1,589万9,885円（12.0％）

22億4,558万1,435円（10.3％）

22億930万0,301円（10.2％）

12億2,164万1,990円（5.6％）

13億5,637万9,451円（6.2％）

9億5,329万9,869円（4.4％）

5億6,006万3,763円（2.6％）

3億4,595万4,558円（1.6％）

1億9,595万5,206円（0.9％）

5,569万6,119円（0.3％）

歳　入

歳入合計　223億 4,935 万 2,324 円 歳出合計　217億 3,013 万 1,820 円

歳　出

労働費
農林水産業費

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

　
　

賠
償
請
求
に
つ
い
て

標
準
世
帯
に
お
け
る

　

収
入
ベ
ー
ス
の
比
較
は

地
球
温
暖
化
対
策
等
推
進

区
市
町
村
補
助
金
に
つ
い
て

国
体
Ｐ
Ｒ
効
果
に
つ
い
て

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

協
議
会
に
つ
い
て

母
子
・
女
性
緊
急
一
時

　
　

保
護
事
業
に
つ
い
て

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
、
Ｌ
Ａ
Ｓ

－

Ｅ
の
効
果
は

商
店
街
装
飾
灯
補
助
金
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

通
学
区
域
に
つ
い
て

学
校
支
援
地
域
組
織
事
業
の

　
　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
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◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件た案れたたされれ決されさ可決 た案れたたた案た案されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

▼
７
月

３
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会
行
政
視
察（
４

日
ま
で
）

５
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
議
、
理
事
会
、
概

算
要
求
前
実
行
運
動

10
日　

長
崎
県
長
崎
市
視
察
来
市

13
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

17
日　

三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々

線
促
進
協
議
会
、多
摩
地
域

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建
設

促
進
協
議
会
合
同
総
会

19
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会
・

要
請
行
動

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

　
　
　

福
生
病
院
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

大
多
摩
観
光
連
盟
通
常
総
会

23
日　

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協

議
会
審
議
会
代
表
者
会
議

24
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
３
委

員
会

26
日　

首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
建

設
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　

八
高
線
八
王
子
・
高
麗
川

間
複
線
化
促
進
協
議
会
総

会
・
要
望
活
動

　
　
　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

北
海
道
北
広
島
市
視
察
来
市

27
日　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

30
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
１
委

員
会

31
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

▼
８
月

６
日　

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路

建
設
促
進
協
議
会
第
２
委

員
会

９
日　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定

例
総
会

　
　
　

沖
縄
県
沖
縄
市
・
浦
添
市

視
察
来
市

24
日　

例
月
出
納
検
査

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

30
日　

全
国
都
市
監
査
委
員
会
定

期
総
会（
31
日
ま
で
）

▼
９
月

３
日　

第
３
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

４
日　

第
３
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

第
３
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
３
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日　

建
設
環
境
委
員
会

10
日　

市
民
厚
生
委
員
会

11
日　

総
務
文
教
委
員
会

13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
14
日
ま
で
）

18
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
（
19
日
ま
で
）

25
日　

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

26
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

27
日　

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　

第
３
次
議
会
改
革
検
討
協

議
会

28
日　

第
３
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

◎
福
生
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
福
生
市

防
災
会
議
の
所
掌
事
務
及

び
委
員
の
規
定
を
改
め
、

そ
の
他
、
用
語
の
整
理
等

を
行
な
う
も
の
。

◎
福
生
市
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す

る
規
定
を
改
め
、
併
せ
て

文
言
整
理
を
行
な
う
も
の
。

◎
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例

　

大
学
課
程
の
履
修
ま
た

は
、
青
年
海
外
協
力
隊
等

の
国
際
貢
献
活
動
に
従
事

し
、
そ
の
経
験
が
、
そ
の

後
の
公
務
に
有
用
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
、
職
員

と
し
て
の
身
分
を
残
し
て

休
業
す
る
こ
と
を
認
め
る

た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

◎
福
生
市
下
水
道
事
業
基
金

条
例

　

福
生
市
下
水
道
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
下
水
道
の

建
設
・
維
持
管
理
等
の
運

営
資
金
に
充
当
す
る
た
め

の
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
公
平
委
員

会
を
共
同
設
置
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
東
京
都
市
町
村
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　
　

福
生
市
を
含
む
市
町
村

や
、
一
部
事
務
組
合
で
構

成
す
る
東
京
都
市
町
村
公

平
委
員
会
に
「
稲
城
・
府

中
墓
苑
組
合
」
が
加
入
す

る
た
め
、
規
約
を
一
部
改

正
す
る
も
の
。

◎
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
加
及
び
東
京
都

市
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

　

福
生
市
を
含
む
市
町
村

や
、
一
部
事
務
組
合
で
構

成
す
る
東
京
都
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
等

組
合
に
「
稲
城
・
府
中
墓

苑
組
合
」
が
加
入
す
る
た

め
、
規
約
を
一
部
改
正
す

る
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

東
京
都
の
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
補
助
金

等
を
活
用
し
た
事
業
等
を

実
施
す
る
た
め
、
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
億

２
９
２
２
万
８
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
２
６
億

５
３
２
１
万
７
千
円
と
定

め
る
も
の
。

▽
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
で
は
一
般
会
計
繰

入
金
の
増
額
、
歳
出
で
は
、

国
庫
支
出
金
精
算
返
還
金

の
増
額
及
び
前
年
度
繰
上

充
用
金
の
確
定
に
伴
う
減

額
を
主
と
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８
８
２
４
万
５

千
円
を
追
加
し
予
算
総
額

を
67
億
９
２
５
２
万
１
千

円
と
定
め
る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
23
年
度
の
介
護
給

付
費
等
の
確
定
に
伴
い
、

収
入
済
額
と
実
績
額
と
の

過
不
足
の
精
算
を
行
な
う

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
０
０
８
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
32

億
９
０
５
０
万
円
と
定
め

る
も
の
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
23
年
度
の
決
算
に

基
づ
く
繰
越
金
の
追
加
、

歳
出
に
新
た
に
基
金
積
立

金
を
設
置
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
８
３
２

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
20
億
１
８
８
８

万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
額
に
６
回
の
補
正
予
算

を
行
な
い
、
歳
入
歳
出
と

も
に
２
２
２
億
８
１
８
０

万
２
千
円
、
歳
入
決
算
額

は
２
２
３
億
４
９
３
５
万

２
３
２
４
円
で
、
前
年
度

比
４
億
９
１
１
万
１
９
９

８
円
の
増
、
歳
出
決
算
額

は
２
１
７
億
３
０
１
３
万

１
８
２
０
円
で
、
前
年
度

比
１
億
７
５
８
２
万
４
７

３
１
円
の
増
、
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
６
億
１
９
２

２
万
５
０
４
円
と
な
っ
た
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
３
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
69
億
４
３
６
３
万
４
千

円
で
、
歳
入
決
算
額
は
67

億
１
７
３
５
万
２
８
８
４

円
、
前
年
度
比
で
８
億
６

９
３
０
万
６
２
７
３
円
の

増
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

引
歳
入
不
足
額
は
１
２
５

０
万
３
５
０
５
円
で
、
翌

年
度
歳
入
か
ら
繰
上
充
用

金
１
２
５
０
万
３
５
０
５

円
を
補
て
ん
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
１
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
31
億
９
４
１
０
万
７
千

円
、
歳
入
決
算
額
は
31
億

２
０
４
０
万
１
１
５
９
円

で
、
前
年
度
比
１
億
１
４

６
８
万
４
３
４
５
円
の
増

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
８
３
９
万
６
２
７

０
円
と
な
っ
た
。

▽
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
１
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
８
億
８
１
５
３
万
９
千

円
、
歳
入
決
算
額
は
８
億

８
４
５
０
万
１
６
９
５
円
、

前
年
度
比
で
２
５
７
２
万

３
７
９
１
円
の
増
、
歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
２
０
０

９
万
６
５
４
８
円
と
な
っ

た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予

算
に
２
回
の
補
正
予
算
を

行
な
い
、
歳
入
歳
出
と
も

に
14
億
１
３
３
５
万
円
、

歳
入
決
算
額
は
15
億
８
５

７
２
万
２
６
４
円
、
前
年

度
比
で
３
１
８
６
万
５
２

４
５
円
の
増
、
歳
入
歳
出

差
引
残
額
は
２
億
１
８
３

２
万
８
９
０
１
円
と
な
っ

た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

牛
浜
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
工

事
の
進
捗
に
伴
い
、
自
由

通
路
を
市
道
第
１
２
７
７

号
線
と
し
て
認
定
し
、
管

理
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
　

長
谷
川
貞
夫
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
德

永
喜
昭
氏
を
教
育
委
員
会

委
員
に
任
命
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

佐
藤
正
明
氏
が
任
期
満

了
と
な
る
が
、
引
き
続
き

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
選
任
す
る

も
の
。

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

9
月
7
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
10
月
21

日
か
ら
供
用
開
始
と
な
る
市

道
路
線
（
牛
浜
駅
自
由
通

路
）
を
視
察
し
、
そ
の
後
、

議
案
5
件
と
陳
情
1
件
を
審

査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
福
生
市
下
水
道
事
業
基
金

条
例

問　

「
円
滑
な
運
営
に
要
す

る
資
金
に
充
当
す
る
た
め
」

と
い
う
、
条
例
第
1
条
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
説
明
を
。

答　

こ
の
基
金
は
、
今
後
30

年
間
、
老
朽
化
し
た
汚
水
管

渠
の
改
築
、
入
れ
替
え
等
、

下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に

充
当
す
る
た
め
、
今
後
予
想

さ
れ
る
事
業
約
16
億
円
の
不

足
分
を
補
う
目
的
の
基
金
で

あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
出
予
算
う
ち
建
設
環
境

委
員
会
所
管
分
）

問　

光
熱
水
費
は
、
毎
年
度

当
初
に
前
払
い
し
、
次
年
度

の
4
月
に
精
算
す
る
が
今
回
、

1
2
8
0
万
円
の
補
正
を
行

な
い
、
来
年
4
月
に
精
算
す

る
の
か
。

答　

昨
年
度
の
実
績
に
今
年

度
の
燃
料
調
整
額
並
び
に
9

月
か
ら
の
電
気
料
の
値
上
が

り
分
を
加
味
し
た
形
で
算
定

し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
調

整
額
は
出
な
い
金
額
で
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

問　

約
1
億
7
千
万
円
の
繰

越
金
を
基
金
に
繰
り
入
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
福
生
市
の

下
水
道
料
金
の
単
価
は
、
都

内
26
市
中
何
番
目
に
な
る
か
。

答　

都
内
で
は
単
価
の
低
い

ほ
う
か
ら
3
番
目
、
全
国
で

は
4
番
目
の
安
さ
に
な
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　

横
田
基
地
内
の
下
水
道

使
用
料
が
大
幅
に
伸
び
た
理

由
に
つ
い
て
。

答　

1
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
下
水
道
使
用
料
の
立

方
メ
ー
ト
ル
単
価
を
2
9
0

円
か
ら
3
3
5
円
へ
の
改
定

と
汚
水
排
出
量
も
前
年
度
比

で
約
28
％
増
え
、
約
2
億
7

千
万
円
の
増
収
と
な
っ
た
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問　

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

牛
浜
駅
全
面
改
修
に
よ
る
自

由
通
路
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
す

る
考
え
は
な
い
か

答　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
検
討

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

以
上
、
議
案
は
す
べ
て
原

案
の
通
り
可
決
・
認
定
さ
れ
、

陳
情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

　

9
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
6
件
と
陳
情

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
出
予
算
の
う
ち
市
民
厚

生
委
員
会
所
管
分
）

問　

幼
稚
園
型
の
認
定
こ
ど

も
園
の
特
徴
と
定
員
、
近
隣

で
の
認
定
こ
ど
も
園
数
は
。

答　

特
徴
は
、
幼
稚
園
部
で

の
受
け
入
れ
が
主
で
、
定
員

57
名
。
近
隣
で
は
瑞
穂
町
1

園
、
羽
村
市
に
3
園
あ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

問　

今
回
補
正
す
る
そ
の
他

一
般
会
計
繰
入
金
に
国
庫
支

出
金
精
算
返
還
金
も
含
ん
で

い
る
の
か
。

答　

国
庫
支
出
金
精
算
返
還

金
の
財
源
が
無
い
こ
と
か
ら
、

繰
入
金
を
追
加
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
繰
り
入
れ
て
ま
で
、
一
般

会
計
繰
出
金
と
し
て
他
会
計

に
繰
り
出
す
理
由
は
。

答　

介
護
保
険
特
別
会
計
は

3
年
間
を
1
期
間
と
し
て
運

営
、
平
成
21
年
度
と
平
成
22

年
度
に
積
み
立
て
た
介
護
給

付
費
準
備
基
金
は
、
介
護
保

険
特
別
会
計
が
不
足
し
た
場

合
、
繰
り
入
れ
て
精
算
す
る

ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
税
収
納

努
力
の
内
容
、
重
複
・
頻
回

受
診
者
訪
問
指
導
委
託
料
の

内
容
と
効
果
は
。

答　

再
任
用
や
嘱
託
職
員
を

配
置
し
、
窓
口
体
制
の
強
化

を
図
り
、
財
産
調
査
や
差
し

押
さ
え
等
に
力
を
入
れ
た
。

重
複
・
頻
回
受
診
者
等
訪
問

指
導
委
託
料
は
、
同
じ
月
に

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に

か
か
っ
た
方
、
同
じ
月
に
同

じ
病
気
で
何
回
も
か
か
っ
た

方
を
抽
出
し
、
適
正
受
診
に

つ
い
て
訪
問
指
導
を
実
施
し

た
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
委
託
費
、
口
腔
機
能
向
上

指
導
委
託
費
、
低
栄
養
改
善

指
導
委
託
費
、
介
護
予
防
普

及
啓
発
事
業
費
の
効
果
は
。

答　

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
た
方
が
介
護
を
受

け
ず
に
、
翌
年
も
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
お

り
、
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

◎
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　

温
泉
施
設
利
用
助
成
事

業
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
努
力
を
ど
の

よ
う
に
行
な
っ
た
か
。

答　

年
1
回
の
健
康
診
査
案

内
に
温
泉
事
業
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
入
れ
周
知
を
図
っ
た
。

　

以
上
６
件
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
１
件
に
つ
い
て
も
意
見

が
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
4
件
と
陳
情

1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

◎
福
生
市
防
災
会
議
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

所
掌
事
務
の
改
正
、
詳

細
は
。
ま
た
、
な
ぜ
防
災
会

議
に
自
衛
隊
が
必
要
な
の
か
。

答　

情
報
収
集
を
災
害
対
策

本
部
に
一
元
化
し
、
諮
問
機

関
と
し
て
の
機
能
を
追
加
。

自
衛
隊
は
、
多
く
の
災
害
で

救
助
等
の
経
験
が
あ
り
情
報
、

知
識
を
活
か
し
た
い
た
め
。

◎
福
生
市
災
害
対
策
本
部
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

文
言
整
理
の
根
拠
は
。

答　

公
文
規
定
に
よ
り
、
常

用
漢
字
表
に
基
づ
く
漢
字
を

使
う
た
め
、
条
例
改
正
時
に

文
言
を
整
理
す
る
。

◎
福
生
市
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例

問　

国
際
貢
献
の
期
間
に
つ

い
て
詳
細
、
延
長
の
事
例
は
。

答　

国
家
公
務
員
の
自
己
啓

発
等
休
業
等
に
関
す
る
法
律

が
あ
り
、
準
拠
し
て
い
る
。

延
長
は
、
現
地
か
ら
の
要
請

等
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
か
ら
要
請
が
来
た
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。

◎
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

（
歳
入
予
算
全
般
及
び
歳
出

予
算
の
う
ち
総
務
文
教
委
員

会
所
管
分
）

問　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
補
助
金
を
活
用
し
た

事
業
に
対
す
る
監
査
委
員
か

ら
の
指
摘
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
か
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
で
実

施
す
る
事
業
は
、
策
定
委
員

会
で
採
択
し
た
後
で
あ
っ
た

た
め
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

指
摘
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
今
後
注
意
し
て
い
く
。

問　

児
童
・
生
徒
の
た
め
の

健
全
育
成
に
係
る
研
究
事
業

の
内
容
は
。

答　

東
京
都
教
育
委
員
会
か

ら
指
定
を
受
け
、
児
童
・
生

徒
の
不
登
校
、
い
じ
め
、
暴

力
行
為
等
の
問
題
行
動
に
対

し
て
、
保
護
者
と
の
連
携
を

図
り
、
学
校
に
お
け
る
組
織

的
な
対
応
を
充
実
さ
せ
、
児

童
・
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の

相
談
等
に
応
ず
る
、
外
部
人

材
の
活
用
に
向
け
て
の
研
究

を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

対
象
校
は
、
第
一
小
学
校
と

第
四
小
学
校
の
２
校
。

　

以
上
４
件
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▲牛浜駅自由通路を視察（Ｈ24.9.7）
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討
論

●
平
成
23
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
賛
成

　

厳
し
い
状
況
の
中
、
歳
入

で
防
衛
補
助
９
条
交
付
金
の

大
幅
増
額
、
歳
出
で
実
質
収

支
６
億
２
千
万
円
の
繰
越
し

な
ど
財
源
の
有
効
活
用
を

図
っ
た
。
「
５
つ
の
元
気
」

政
策
を
は
じ
め
第
４
期
総
合

計
画
の
推
進
に
向
け
た
更
な

る
努
力
を
要
望
し
、
賛
成
す

る
。

■
賛
成

　

国
政
の
混
迷
に
あ
っ
て
も

雇
用
創
出
に
取
り
組
み
、
下

水
道
料
金
改
定
、
交
付
金
活

用
、
不
用
額
の
執
行
停
止
等

に
よ
り
積
極
的
に
歳
入
確
保
、

歳
出
削
減
を
行
な
い
、
教
育

予
算
の
確
保
、
効
率
的
活
用

を
図
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

交
付
金
等
に
よ
る
歳
入
確

保
、
基
金
創
設
で
事
業
費
を

充
当
、
人
件
費
な
ど
歳
出
抑

制
に
努
め
、
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
活
用
モ
デ
ル
事
業
で
温

暖
化
対
策
ま
ち
づ
く
り
、
教

育
行
政
は
市
総
が
か
り
で
取

り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
、
賛

成
す
る
。

■
反
対

①
横
田
基
地
の
飛
行
回
数
や

交
付
金
増
へ
働
き
か
け
、
②

自
転
車
駐
輪
場
無
料
化
、
③

国
保
税
引
下
げ
、
④
学
校
給

食
の
食
品
丸
ご
と
放
射
能
測

定
、
⑤
中
学
校
給
食
対
策
、

⑥
通
学
地
域
分
離
問
題
の
検

討
も
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

・
次
の
議
案
に
賛
成
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

●
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間

基
地
へ
の
配
備
と
日
本
全

土
で
の
低
空
飛
行
訓
練
に

反
対
し
、
横
田
基
地
へ
の

飛
来
を
許
さ
な
い
意
見
書

を
政
府
に
あ
げ
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書

・
次
の
議
案
に
反
対
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
24
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
23
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

「
議
会
日
誌
」

　今定例会の常任委員会では、本会議から付
託された議案及び陳情と、継続審査となって
いた陳情の審査が９月７日、10日、11日の３
日間、建設環境・市民厚生・総務文教委員会
の順で行なわれました。
　また、議会運営委員会は、本会議の議事日
程や議案の取り扱い、議会だよりの編集等で
６回行なわれました。それから、横田基地対
策特別委員会、災害に強いまちづくり特別委
員会が９月25日に行なわれました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会
から報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から
委員会の
　　審査から

▲元気に遊ぶこどもたち

▲今年度の総合防災訓練の様子

▲汚水ます設置工事



主な内容

可決された案件 ………… 2面

平成23年度決算審査…… 3面

一般質問………………4～6面

委員会の審査…………… 7面

特別委員会活動………… 8面

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

本
会
本
会
議
の
経
過
経
過

本
会
議
の
経
過

　

駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
は
、
去
る
平

成
20
年
に
行
わ
れ
た
有
効
期
限
の
５
年
延
長
に
よ
り
、

平
成
25
年
５
月
16
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

法
は
、
昭
和
33
年
の
制
定
以
来
、
昭
和
48
年
の
関

東
計
画
等
に
よ
る
基
地
の
統
合
・
返
還
に
伴
っ
て
生

じ
た
多
数
の
離
職
者
対
策
を
初
め
と
し
て
、
必
要
に

応
じ
た
施
策
を
講
じ
つ
つ
、
期
限
延
長
を
続
け
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
規
模
縮
小
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
駐
留
軍
労
働
者
の
離
職
者
対
策
は
、

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
福
生
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
の
有
効
期

限
を
さ
ら
に
延
長
し
、
日
本
人
従
業
員
の
雇
用
安
定

確
保
及
び
離
職
者
対
策
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　

（
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
）

　

平
成
24
年
第
3
回
定
例

会
は
、
9
月
3
日
か
ら
９

月
28
日
ま
で
の
会
期
26
日

間
で
開
催
さ
れ
、
17
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
な

っ
た
後
、
条
例
の
制
定
・

一
部
改
正
、
補
正
予
算
、

各
会
計
決
算
、
行
政
委
員

の
任
命
・
選
任
等
18
議
案
、

委
員
会
提
出
議
案
1
件
と
、

陳
情
2
件
な
ど
の
審
議
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
３
日
）
は
、
一

般
質
問
の
通
告
人
数
や
通
告

時
間
、
議
案
を
付
託
す
る
委

員
会
の
開
催
日
、
ま
た
、
国

民
体
育
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
等
を
考
慮
し
て
、
定
例
会

の
会
期
を
26
日
間
と
決
定
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
６
人
の
議
員

が
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入

で
得
た
効
果
に
つ
い
て
、
横

田
基
地
の
塀
に
つ
い
て
、
成

年
後
見
制
度
の
問
題
・
課
題

に
つ
い
て
、
消
防
団
員
の
健

康
診
断
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
度
税
制
改
正
の
市
民
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
、
放
課

後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
な
ど
市
政
全
般
に

わ
た
る
内
容
の
一
般
質
問
を

行
な
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
４
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
増
大
す
る
生

活
保
護
費
の
対
応
・
対
策
に

つ
い
て
、
福
生
七
夕
ま
つ
り

の
目
標
と
課
題
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
今
後
の
設
置
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
市
民
出
資
に
よ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
、
学

校
教
育
に
つ
い
て
な
ど
の
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
５
日
）
は
、
５

人
の
議
員
が
、
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
に
つ
い
て
、
福
生
市

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
つ
い
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
放
射
能
測
定

結
果
の
公
表
に
つ
い
て
、
福

祉
保
健
行
政
（
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
）
に
つ
い
て
な
ど
の
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
６
日
）
は
、
１

人
の
議
員
が
、
国
民
健
康
保

険
税
及
び
窓
口
負
担
の
軽
減

に
つ
い
て
な
ど
の
一
般
質
問

を
行
な
い
、
17
人
の
議
員
の

一
般
質
問
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
市
長
か
ら
提
出

委
員
会
提
出
議
案
第
５
号

　
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等

臨
時
措
置
法
の
期
限
延
長
に
関
す
る
意
見
書

　第３次議会改革検討協議会が、７月に１回、定例会中に２回開催されました。
　７月の第３次議会改革検討協議会では、検討課題の質疑、答弁の時間等
について、今回、９月定例会に行なわれる決算審査特別委員会の委員会運営
について協議がされました。
　限られた時間の中で、前年度の歳入歳出予算の執行結果を総合的に確
認し、いかに次年度の予算編成と財政運営に活かすかという観点から、委員
がより公平かつ充実した審査が行なえるようにするにはどうしたらよいか、
検討しました。
　その結果、決算審査においては、「効率のよい、質の高い審査をしていく」
ということで、決算資料の事前の読み込みをしていく関係から、常任委員会
と決算審査特別委員会の会議日程を入れ替えることや、単なる数字上の質
疑や、重複質疑は避け、問題点はないか、改善すべき事項はないか、しっかり
とチェックし、次年度の予算に活かしていけるような運営をし、そのことにより、
さらに質疑時間や開会時間の効率化にもつなげていくということになりまし
た。
　９月26日の第３次議会改革検討協議会では、新たに検討すべき課題につ
いて意見を求め、新たに「議会運営委員会の構成について」と「市議会だよ
りの編集について」検討課題が出され、協議していくことになりました。
　その後、委員会における発言回数について、協議がされました。また、検討
課題の「議員定数の削減について」は、26市比較の議員一人当たりの経費
について、次回資料を提出することになりました。
　９月27日の第３次議会改革検討協議会では、７月に協議した決算審査の
運営についての検証がされ、概ね充実した審査が行われたとの意見が多く
出されました。

　

7
月
3
日
〜
4
日
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
で
の
調
査
・
研
究
に
活

か
す
た
め
、
行
政
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。

◇
神
戸
市
「
人
と
防
災
未
来

　

セ
ン
タ
ー
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

得
た
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。

◇
愛
知
県
豊
橋
市

　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
と
地
域
の
絆
づ
く
り
を
学

び
ま
し
た
。
な
お
、
詳
細
に

つ
い
て
は
次
号
で
報
告
し
ま

す
。

　

閉
会
中
に
委
員
会
を
３
回

開
催
し
ま
し
た
が
、
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

7
月
20
日
、
第
13
回
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
を
踏
ま
え
て
提
出
さ

れ
た
市
へ
の
提
言
案
を
集
計

し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

3
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
内
容

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編
集
後
記

編
集
後
記

　

例
年
、
９
月
議
会
で
は
一

般
会
計
決
算
審
査
の
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置
し
４
日
間

に
わ
た
っ
て
決
算
の
内
容
を

審
査
し
ま
す
。
議
会
改
革
の

一
環
と
し
て
、
効
率
よ
い
質

問
・
答
弁
を
心
が
け
審
査
時

間
の
短
縮
を
目
指
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
予
算
審
査
時
に

比
べ
２
時
間
余
り
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
◆
一
般

質
問
の
時
間
も
今
議
会
に
お

い
て
、
一
人
最
大
90
分
か
ら

60
分
と
す
る
こ
と
を
試
行
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
み
て
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
殆
ど
の
議
員
が

通
告
す
る
よ
う
に
な
り
、
時

間
内
で
会
議
を
終
わ
ら
せ
る

た
め
の
改
革
で
す
。
次
の
定

例
会
で
も
試
行
を
継
続
し
ま

す
◆
会
期
中
、Ｍ
Ｖ

－

22
オ

ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
に
つ

い
て
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局

か
ら
市
長
に
説
明
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
に
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ス
プ
レ

イ
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
疑

問
視
す
る
声
も
あ
り
ま
す
が
、

市
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
注
視

し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

◆
中
秋
の
名
月
が
見
ら
れ
る

９
月
30
日
、
台
風
17
号
が
列

島
を
縦
断
し
ま
し
た
。
台
風

一
過
の
翌
日
、
元
市
長
石
川

彌
八
郎
さ
ん
の
告
別
式
が
ご

自
宅
で
営
ま
れ
ま
し
た
。
奥

庭
に
は
市
の
木
で
あ
る
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
香
り
が
ほ
の
か

に
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

特
別
委
員
会

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

特
別
委
員
会

平成24年10月25日　　福生市議会だより　　NO.185　 ⑻

の
精
査
、
整
理
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

7
月
31
日
、
第
14
回
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
が
自
助
・
共
助
・

公
助
の
3
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
、
よ
り
深
い
検
討
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

8
月
29
日
、
第
15
回
委
員

会
を
開
催
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
3
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
か
ら
提
出
さ
れ

た
内
容
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、

検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
市
へ
の
提
言
書
と

し
て
ま
と
め
る
に
当
た
り
、

議
会
か
ら
の
付
議
事
件
で
あ

る
、

１
．
新
た
な
視
点
で
の
福
生

　

市
防
災
計
画
の
見
直
し

２
．
市
民
生
活
の
安
全
安
心

　

の
た
め
の
措
置

の
二
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
内

容
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
9
月
25
日
、

第
16
回
委
員
会
を
開
催
し
、

市
へ
の
提
言
書
（
案
）
の
最

終
整
理
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
生
市
が
東
京
都

地
域
防
災
計
画
修
正
（
素

案
）
に
合
わ
せ
て
進
め
て
い

る
福
生
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
、
中
間
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
内
容
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

12
月
市
議
会
本
会
議
に
お

い
て
、
最
終
審
査
の
上
、
市

に
提
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 　

9
月
25
日
に
開
催
し
、
2

件
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

１
．
横
田
基
地
友
好
祭
に
つ

い
て

　

今
年
の
入
場
者
数
は
、
17

万
8
千
人
で
、
前
年
よ
り
6

万
1
千
人
の
増
加
で
し
た
。

　

牛
浜
駅
で
は
、
9
万
6
千

人
で
前
年
よ
り
2
万
8
千
人

の
増
加
、
拝
島
駅
で
は
2
万

2
千
人
の
増
加
で
し
た
。
Ｊ

R
の
各
駅
で
は
事
故
は
無
く
、

ど
の
駅
で
も
利
用
客
の
増
加

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

交
通
渋
滞
に
つ
い
て
は
、

昭
島
方
面
へ
常
時
2
㎞
、
最

長
4
㎞
で
し
た
。

　

市
の
対
応
と
し
て
は
、
横

田
基
地
に
対
し
友
好
祭
に
関

す
る
安
全
確
保
及
び
騒
音
対

策
等
の
要
請
を
行
な
う
と
と

も
に
、
来
場
者
に
は
、
牛
浜

駅
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス

情
報
に
、
福
生
駅
、
拝
島
駅
、

東
福
生
駅
、
熊
川
駅
を
掲
載

し
て
対
応
を
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

２
．
横
田
基
地
で
行
わ
れ
た

演
習
結
果
等
に
つ
い
て
、

　

７
月
に
実
施
さ
れ
た
運
用

即
応
演
習
、
航
空
機
の
通
常

の
運
用
訓
練
、
９
月
に
実
施

さ
れ
た
緊
急
管
理
演
習
の
報

告
と
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
演
習
・
訓
練
に

つ
い
て
も
市
民
か
ら
の
苦

情
・
問
い
合
わ
せ
は
無
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
理
事
者
か
ら
、

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備

に
つ
い
て
、
日
本
政
府
が
Ｍ

Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
運
用
に

つ
き
、
9
月
19
日
に
安
全
宣

言
し
た
こ
と
を
受
け
、
防
衛

省
北
関
東
防
衛
局
の
担
当
課

長
が
、
9
月
20
日
に
来
庁
し

て
説
明
が
あ
っ
た
事
に
つ
い

て
資
料
を
提
示
し
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
生
市
は
、
こ
の

Ｍ
Ｖ

－

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖

縄
配
備
に
つ
い
て
、
9
月
21

日
に
単
独
で
文
章
に
よ
る
申

し
入
れ
を
行
な
い
、
24
日
に

は
、
横
田
基
地
周
辺
市
町
基

地
対
策
連
絡
会
で
も
要
請
を

し
た
と
、
ど
ち
ら
も
、
申
し

入
れ
書
等
の
写
し
を
資
料
と

し
て
提
示
し
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

議 会 の 動 き

平成24年
第3回定例会
平成24年
第3回定例会

▲神戸港震災メモリアルパークを視察▲熱戦が繰り広げられた国体リハーサル大会・全日本総合女子ソフトボール選手権大会

▲横田基地友好祭（盆踊り）

さ
れ
た
議
案
の
提
案
理
由
の

説
明
後
、
２
件
の
議
案
に
つ

い
て
即
決
し
、
そ
の
他
の
議

案
９
件
及
び
陳
情
１
件
が
所

管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
平
成
23
年
度
福

生
市
一
般
会
計
決
算
認
定
及

び
各
特
別
会
計
決
算
認
定
４

件
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の

説
明
と
監
査
結
果
報
告
が
さ

れ
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託

し
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
福
生

市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設

置
・
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
28
日
）
は
、
最

終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
議
案
14
件
を
可
決
・
認

定
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
陳
情
書
１
件
を
採
択

し
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
書
１
件
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
会
提
出

議
案
１
件
（
意
見
書
提
出
）

及
び
市
長
提
出
議
案
２
件
を

慎
重
審
議
の
上
、
即
決
で
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
陳
情
１
件
は
、
更
に

継
続
し
、
慎
重
に
審
査
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
、
今
定

例
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

⑴　　　 平成24年10月25日　　福生市議会だより　　NO.185

No.185
発行　福生市議会
平成24年10月25日
〒197-8501　福生市本町5番地
☎042（551）1511（代表）
☎042（551）1523（ダイヤルイン）

再生紙を使用しています。

国体リハーサル大会が開催されました！
市議会も応援しています市議会も応援しています

来年は国体本大会が
開催されます！

来年は国体本大会が
開催されます！

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」の皆さんにご協力いただき、市議会だよりの音訳をデイジー
方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）の方にお届けしています。　
　ご家族やお知り合いの方で、ご希望の方がいらっしゃいましたら、議会事務局にご連絡ください。

議会事務局☎042-551-1523

　平成24年9月21日（金）から24日（月）まで福生野球場において「第64回全日本総合
女子ソフトボール選手権大会（国体リハーサル大会）」が開催されました。
　23日（日）が雨天順延となり、24日（月）に行なわれた決勝戦で
は、多くの観客が見守る中、前回大会同様、トヨタ自動車対ルネ
サスエレクトロニクス高崎による戦いとなりました。
　試合は、アボット選手（トヨタ）と上野選手（ルネサス）による投
手戦となり、「世界トップレベル」の投げ合いが繰り広げられ、延
長戦の末、ルネサスエレクトロニクス高崎のサヨナラ勝ちで幕を
閉じました。
　ボランティアを始め、大会運営に従事いただいた皆さん、あり
がとうございました。来年開催の国体本大会に向けて、みなさんの更なるご支援、ご協
力をよろしくお願いします！

　

今
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
採
択
及
び
不
採

択
と
な
っ
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

◆
採
択

○
「
駐
留
軍
関
係
離
職
者
等
臨
時
措
置
法
」
の
延
長
に
関

す
る
陳
情
書
（
24
‐
4
号
）

　

◆
不
採
択

○
垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
基

地
へ
の
配
備
と
日
本
全
土
で
の
低
空
飛
行
訓
練
に
反
対

し
、
横
田
基
地
へ
の
飛
来
を
許
さ
な
い
意
見
書
を
政
府

に
あ
げ
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
（
24
‐
6
号
）

（
不
採
択
理
由
）
本
陳
情
書
は
、
不
確
定
な
内
容
が
あ
り
、

意
に
沿
い
が
た
い
。

陳

情

第68回国民体育大会ソフトボール競技会（成年女子）
【会期】平成25年9月29日（日）～10月1日（火）
【会場】福生野球場・市営競技場
市民の力で国体を成功させよう!
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